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は
じ
め
に

　

欧
州
連
合
（the European U

nion: EU

）
の
「
憲
法
」
に

当
た
る
基
本
条
約
と
し
て
、
Ｅ
Ｕ
条
約
（T

reaty on Euro
pean U

nion: T
EU

）
お
よ
び
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
（T

reaty on the 
Functioning of the European U

nion: T
FEU

）
が
存
在
す
る
。

Ｅ
Ｕ
の
目
的
規
定
で
あ
る
Ｅ
Ｕ
条
約
第
三
条
の
四
項
に
は
、

「
連
合
は
、
ユ
ー
ロ
を
通
貨
と
す
る
経
済
通
貨
同
盟
を
確
立
す

る
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
経
済
通
貨
同
盟
（the Econom

ic 
and M

onetary U
nion: EM

U

）
と
い
う
目
的
の
た
め
、
Ｅ
Ｕ

機
能
条
約
に
第
Ⅷ
編
「
経
済
及
び
通
貨
政
策
」
が
置
か
れ
て
い

る
。
通
貨
同
盟
と
経
済
同
盟
で
は
、
権
限
構
造
が
大
き
く
異
な

る
。
Ｅ
Ｕ
の
権
限
類
型
に
よ
れ
ば
、
通
貨
同
盟
は
、
Ｅ
Ｕ
だ
け

が
立
法
権
限
を
有
す
る
排
他
的
権
限
に
属
す
る
分
野
で
あ
る
の

に
対
し
、
経
済
同
盟
は
加
盟
国
が
政
策
調
整
を
行
う
に
と
ど
ま

る
分
野
で
あ
り
、
Ｅ
Ｕ
は
そ
の
た
め
の
取
り
決
め
を
提
供
す
る

権
限
を
有
す
る
の
み
で
あ
る
（
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
二
条
一
、
三

項
）。

　

一
方
、
銀
行
を
含
む
金
融
規
制
・
監
督
は
、
基
本
条
約
上
、

権
限
類
型
と
し
て
共
有
権
限
に
当
た
る
域
内
市
場
（the 

Internal M
arket

）
に
属
す
る
。
共
有
権
限
分
野
に
お
い
て
、

Ｅ
Ｕ
お
よ
び
加
盟
国
と
も
立
法
権
限
を
有
す
る
が
、
Ｅ
Ｕ
が
立

法
を
行
っ
た
範
囲
で
加
盟
国
は
権
限
を
失
う
（
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約

第
二
条
二
項
）。
こ
の
よ
う
に
、
Ｅ
Ｍ
Ｕ
分
野
の
権
限
配
分
に

お
い
て
は
、
密
接
に
結
び
つ
い
た
政
策
分
野
で
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
権
限
構
造
が
異
な
る
と
い
う
特
徴
が
存
在

す
る
。

　

二
〇
〇
八
年
九
月
の
「
リ
ー
マ
ン･

シ
ョ
ッ
ク
」
に
よ
り
発

生
し
た
世
界
金
融
危
機
は
、
Ｅ
Ｕ
に
お
い
て
は
欧
州
債
務
危
機

を
も
た
ら
し
た
が
、
そ
れ
は
ま
た
加
盟
国
の
「
単
一
免
許
」
お

よ
び
金
融
監
督
の
「
相
互
承
認
」（
母
国
監
督
主
義
）
に
基
づ
く

　
　
　

報
告
二

欧
州
銀
行
同
盟
に
関
す
る
法
制
度
的
考
察

法
務
研
究
科
教
授
（Jean M

onnet Chair

）　

庄
司
克
宏
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制
度）1
（

（
図
表
１
参
照
）
の
脆
弱
性
を
露
見
さ
せ
る
結
果
と
な
っ

た
。
そ
の
た
め）2
（

、
Ｅ
Ｕ
は
「
ド
ラ
ロ
ジ
ェ
ー
ル
報
告
書）（
（

」
の
提

言
を
受
け
、｢

単
一
ル
ー
ル
ブ
ッ
ク）4
（

｣

に
基
づ
く
Ｅ
Ｕ
金
融
シ

ス
テ
ム
の
監
督
を
確
保
す
る
こ
と）5
（

、
と
く
に
金
融
の
安
定
維
持

の
た
め
金
融
部
門
に
適
用
さ
れ
る
ル
ー
ル
が
十
分
に
実
施
さ
れ

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
「
欧
州
金
融
監
督
制
度
」（the 

European System
 of Finan cial Supervision: ESFS

）
を
二

〇
一
一
年
一
月
一
日
よ
り
発
足
さ
せ
た
。
そ
の
下
に
、
個
々
の

金
融
機
関
の
健
全
性
を
確
保
す
る
た
め
の
ミ
ク
ロ･

プ
ル
ー
デ

ン
シ
ャ
ル
監
督
（m

icroprudential supervision

）
を
行
う
三

つ
の
欧
州
監
督
庁
（the European Supervisory A

uthorities: 
ESA

s

）、
す
な
わ
ち
欧
州
銀
行
庁
（the European Banking 

A
uthority: EBA

）、
欧
州
証
券
・
市
場
庁
（the European 

Securities and M
arkets A

uthorities: ESM
A

）
お
よ
び
欧
州

保
険
・
職
域
年
金
庁
（the European Insurance and 

O
ccupational Pensions A

uthority: EIO
PA

）
が
設
立
さ
れ

た
）
6
（

。
Ｅ
Ｓ
Ａ
ｓ
は
そ
れ
ぞ
れ
法
人
格
を
有
し
、
Ｅ
Ｕ
の
利
益
の

た
め
に
独
立
し
て
行
動
す
る
義
務
を
負
う
（
７
）。
ま
た
、
こ
の
制
度

に
は
、
金
融
シ
ス
テ
ム
全
体
の
安
定
を
確
保
す
る
た
め
の
マ
ク

ロ
・
プ
ル
ー
デ
ン
シ
ャ
ル
監
督
（m

acroprudential 
supervision

）
を
行
う
欧
州
シ
ス
テ
ミ
ッ
ク
リ
ス
ク
理
事
会

（the European System
ic Risk Board: ESRB

）
8
（

）、
Ｅ
Ｓ
Ａ
ｓ

の
連
携
協
力
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
し
て
の
合
同
委
員
会
お
よ
び
加
盟

国
監
督
当
局
も
含
ま
れ
、｢

統
合
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク）9
（

｣

を
形
成

し
て
い
る）（（
（

（
図
表
２
参
照
）。

　

Ｅ
Ｓ
Ｆ
Ｓ
の
中
に
Ｅ
Ｂ
Ａ
が
設
置
さ
れ
た
目
的
は
、
プ
ル
ー

デ
ン
シ
ャ
ル
規
制
・
監
督
の
高
度
で
実
効
的
か
つ
一
貫
し
た
水

準
を
確
保
す
る
こ
と
に
よ
り
域
内
市
場
の
機
能
を
改
善
し
、
預

金
者
お
よ
び
投
資
家
を
保
護
し
、
金
融
市
場
の
保
全
、
効
率
性

お
よ
び
秩
序
あ
る
機
能
を
保
護
し
、
金
融
制
度
の
安
定
性
を
維

持
し
、
な
ら
び
に
国
際
的
な
監
督
上
の
調
整
を
強
化
す
る
こ
と

で
あ
る
（
Ｅ
Ｂ
Ａ
規
則109（/2010

）
（（
（

第
六
六
リ
サ
イ
タ
ル
）。
そ
の

た
め
、
Ｅ
Ｂ
Ａ
は
、
Ｅ
Ｕ
法
令
の
整
合
的
な
解
釈
お
よ
び
適
用

の
た
め
に
国
内
監
督
機
関
を
支
援
し
、
ま
た
、
金
融
統
合
に
必

要
な
金
融
安
定
に
寄
与
す
る
こ
と
を
任
務
と
す
る
。
そ
の
一
環

と
し
て
Ｅ
Ｂ
Ａ
は
、
他
の
関
連
Ｅ
Ｕ
立
法
に
お
い
て
コ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
が
委
任
立
法
権
限
ま
た
は
実
施
権
限
を
付
与
さ
れ
て
い

る
場
合
（
Ｅ
Ｂ
Ａ
規
則
第
一
条
二
項
）、
規
制
的
技
術
基
準
お
よ

び
実
施
技
術
基
準
を
起
草
す
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
ら
は
戦
略
的

な
決
定
ま
た
は
政
策
選
択
を
含
意
す
る
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
（
Ｅ
Ｂ
Ａ
規
則
第
一
〇
条
一
項
、
第
一
五
条
一
項
）。
コ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
は
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
二
九
〇
条
お
よ
び
第
二
九
一
条



96

法学研究 87 巻 6 号（2014：6）

母国

本店

免許

銀行
支店

受入国

母国監督

単一免許

流動性監督

相互承認原則

図表1　分権的銀行監督（母国監督主義）

（筆者作成）

ミクロ・プルーデンシャル監督 マクロ・プルーデンシャル監視
　　欧州監督庁 ESAs
　　　　　欧州銀行庁 EBA
　　　　　欧州証券 ･ 市場庁 ESMA
　　　　　欧州保険 ･ 職域年金庁 EIOPA

　　欧州システミックリスク理事会 ESRB

　　ESAs 合同委員会
　　国内ミクロ ･ プルーデンシャル監督機関 　　国内マクロ ･ プルーデンシャル監督機関

欧州金融監督制度 ESFS

（Annual Report 2011, European Systemic Risk Board, p. 9 に依拠して筆者作成）

図表2　欧州金融監督制度（ESFS）
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（
後
述
）
に
基
づ
き
、
そ
れ
ら
の
草
案
を
「
委
任
行
為
」（
コ

ミ
ッ
シ
ョ
ン
委
任
規
則
、
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
委
任
決
定
）
お
よ
び

「
実
施
行
為
」（
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
実
施
規
則
、
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
実
施

決
定
）
と
し
て
採
択
す
る
（
Ｅ
Ｂ
Ａ
規
則
第
一
〇
︲
一
四
条
、
第

一
五
条）

（（
（

）。
以
上
の
よ
う
に
し
て
、
母
国
監
督
主
義
は
維
持
さ

れ
つ
つ
も
、
Ｅ
Ｂ
Ａ
と
「
単
一
ル
ー
ル
ブ
ッ
ク
」
の
下
に
Ｅ
Ｕ

レ
ベ
ル
で
問
題
解
決
が
図
ら
れ
た）（（
（

（
図
表
３
参
照
）。

　

し
か
し
、
以
上
の
よ
う
な
依
然
と
し
て
分
権
的
な
制
度
で
は
、

加
盟
国
監
督
当
局
が
十
分
に
対
応
で
き
ず
、
銀
行
危
機
に
は
対

処
し
き
れ
な
い
こ
と
が
、
す
ぐ
に
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

す
な
わ
ち
、
Ｅ
Ｕ
は
欧
州
債
務
危
機
に
対
し
て
金
融
支
援
枠
組

み
の
確
立
お
よ
び
財
政
規
律
の
強
化
で
対
応
し
た
が）（（
（

、（
債
務

危
機
と
密
接
に
関
連
す
る
）
銀
行
危
機
に
つ
い
て
は
Ｅ
Ｂ
Ａ
で

は
不
十
分
で
あ
る
と
の
認
識
が
早
く
も
共
有
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
二
〇
一
二
年
六
月
二
九
日
、
ユ
ー
ロ
圏

首
脳
会
議
声
明
に
お
い
て
、「
銀
行
と
政
府
（sovereigns

）
の

間
に
お
け
る
悪
循
環
を
絶
つ
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
」
と
表
明
さ

れ
、
そ
の
た
め
の
具
体
的
な
法
案
と
し
て
「
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、

ま
も
な
く
、［
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
］
第
一
二
七
条
六
項
に
基
づ
き

単
一
監
督
機
構
の
た
め
の
提
案
を
提
出
す
る
」
こ
と
が
明
ら
か

に
さ
れ
た）（（
（

。
こ
の
よ
う
に
し
て
、「
欧
州
銀
行
同
盟
」（a 

母国 受入国

母国監督

見解不一致

①調停　②拘束的効果を有する決定

EBA

本店

免許

銀行
支店

流動性監督

図表3　EBAと母国監督主義の修正

（筆者作成）
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“European Banking U
nion

）
（（
（

”）
の
構
想
は
、
ま
ず
欧
州
中
央

銀
行
（the European Central Bank: ECB

）
（（
（

）
を
中
核
と
す
る

単
一
銀
行
監
督
機
構
（a Single Supervisory M

echanism
: 

SSM

）
の
設
立
表
明
か
ら
始
ま
っ
た）（（
（

。
そ
れ
は
、「
真
の
経
済

通
貨
同
盟
に
向
け
て
」（T

ow
ards a Genuine Econom

ic and 
M

onetary U
nion

）
と
題
す
る
最
終
報
告
書
に
お
い
て
、
銀
行

同
盟
と
い
う
枠
組
み
の
中
に
単
一
破
綻
処
理
機
構
（a Single 

Resolution M
echanism

: SRM

）
等
の
関
連
法
案
と
と
も
に
位

置
づ
け
ら
れ
た）（（
（

。
以
上
の
結
果
、
Ｅ
Ｍ
Ｕ
の
概
念
に
銀
行
同
盟

も
含
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
（
図
表
４
参
照
）。

　

本
稿
で
は
、
以
下
、
第
一
に
銀
行
危
機
に
対
処
す
る
た
め
、

な
ぜ
Ｅ
Ｃ
Ｂ
を
中
心
と
す
る
Ｓ
Ｓ
Ｍ
と
い
う
制
度
的
手
段
が
選

択
さ
れ
た
の
か
、
そ
れ
に
は
Ｅ
Ｕ
法
上
い
か
な
る
不
都
合
が
存

在
す
る
か
、
な
ぜ
Ｅ
Ｂ
Ａ
を
強
化
す
る
と
い
う
形
の
解
決
策
が

と
ら
れ
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
権
限
委
任
に
関

す
る
判
例
法
で
あ
るM

eroni

原
則
の
誤
謬
に
基
づ
く
も
の
で

あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
ま
た
、
第
二
に
そ
の
点
を
Ｅ
Ｕ

司
法
裁
判
所
の
Ｅ
Ｓ
Ｍ
Ａ
判
決
に
基
づ
き
検
証
す
る
。
さ
ら
に
、

第
三
に
Ｓ
Ｒ
Ｍ
の
制
度
設
計
を
Ｅ
Ｓ
Ｍ
Ａ
判
決
に
照
ら
し
て
評

価
す
る
。
最
後
に
、
結
論
と
し
て
、
基
本
条
約
の
改
正
な
し
に
、

現
行
条
約
の
下
で
ユ
ー
ロ
圏
・
非
ユ
ー
ロ
圏
を
一
体
と
す
る
銀

通貨同盟 経済同盟 銀行同盟

権限類型 EU の排他的権限 加盟国の権限
EU 内での調整

共有権限
EU の規制が優先

政策決定機関 欧州中央銀行

欧州理事会（首脳会議）・
ユーロ圏首脳会議、
経済財政理事会・
ユーログループ

欧州理事会
コミッション

理事会
欧州議会

特徴
独立性
主要目標＝物価安定

財政規律と監視
EU 枠外の政府間協力を
併用

単一銀行監督機構（SSM）、
欧州銀行庁（EBA）、単
一破綻処理機構（SRM）

（筆者作成）

図表4　経済通貨同盟（EMU）における権限配分
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行
同
盟
は
可
能
か
否
か
に
つ
い
て
考
察
を
行
う
。

　

な
お
、
本
稿
で
補
助
機
関
と
は
、
Ｅ
Ｕ
立
法
に
よ
り
設
立
さ

れ
、
独
立
の
法
人
格
を
有
し
、
基
本
条
約
（
た
と
え
ば
Ｅ
Ｕ
機

能
条
約
第
二
六
三
条
一
段
）
に
「
連
合
の
団
体
、
事
務
所
又
は

庁
」（bodies, offi

ces or agencies of the U
nion

）
と
言
及
さ

れ
て
い
る
も
の
を
指
し）（（
（

、
Ｅ
Ｕ
条
約
第
一
三
条
に
列
挙
さ
れ
て

い
る
諸
機
関
（institutions
）
お
よ
び
そ
の
他
の
基
本
条
約
上

の
機
関
と
は
異
な
る
存
在
で
あ
る
。

　

⒈　

単
一
銀
行
監
督
機
構
（
Ｓ
Ｓ
Ｍ
）
とM

eroni

原
則

　

⑴　

個
別
授
権
原
則
と
補
助
機
関

　

Ｅ
Ｕ
の
権
限
（com

petences; des com
pétences; Zus tän

digkeiten

）
の
限
界
は
「
限
定
的
個
別
授
権
の
原
則
」（the 

principle of conferral of pow
ers; le principe dʼattribution 

des com
pétences; der G

rundsatz der begrenzten 
Einzelerm

ächtigung

）
に
よ
り
規
律
さ
れ
る
（
Ｅ
Ｕ
条
約
第
五

条
一
項
）。
個
別
授
権
原
則
と
は
、
Ｅ
Ｕ
が
基
本
条
約
に
定
め

ら
れ
た
諸
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
加
盟
国
に
よ
り
付
与
さ
れ

た
権
限
の
限
界
内
で
の
み
行
動
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
（
Ｅ
Ｕ

条
約
第
五
条
二
項
）。
そ
れ
は
、
Ｅ
Ｕ
に
そ
も
そ
も
行
動
す
る
権

限
が
存
在
す
る
か
ど
う
か
を
問
う
も
の
で
あ
る
。
Ｅ
Ｕ
が
行
動

す
る
た
め
に
は
基
本
条
約
に
法
的
根
拠
が
定
め
ら
れ
て
い
る
必

要
が
あ
る）（（
（

。
そ
の
よ
う
な
法
的
根
拠
の
一
つ
で
あ
る
Ｅ
Ｕ
機
能

条
約
第
一
一
四
条
（
一
項
）
に
は
、
次
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
て

い
る
。

　
「
欧
州
議
会
及
び
理
事
会
は
、
通
常
立
法
手
続
に
従
っ
て
議

決
を
行
い
、
か
つ
、
経
済
社
会
委
員
会
に
諮
問
し
た
後
、
域
内

市
場
の
確
立
及
び
機
能
を
目
的
と
し
、
加
盟
国
の
立
法
、
命
令

及
び
行
政
規
則
の
規
定
を
接
近
さ
せ
る
た
め
の
措
置
を
定
め

る
。」

　

Ｅ
Ｕ
司
法
裁
判
所
は
、
第
一
一
四
条
に
基
づ
く
Ｅ
Ｕ
立
法

（
タ
バ
コ
産
品
の
広
告
・
後
援
に
関
す
る
加
盟
国
法
の
調
和
に
関
す

る
指
令98/4（

）
を
取
り
消
し
た
判
決）（（
（

に
お
い
て
、
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
。

　
「［
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
一
一
四
条
一
項
］
に
規
定
さ
れ
る
措
置

は
、
域
内
市
場
の
確
立
及
び
機
能
の
た
め
の
条
件
を
改
善
す
る

よ
う
意
図
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
条
文
が
［
Ｅ
Ｕ
］
立
法
部
に
域

内
市
場
を
規
制
す
る
一
般
的
権
限
を
付
与
す
る
も
の
と
解
釈
す

る
な
ら
ば
、
…
…
［
Ｅ
Ｕ
］
の
権
限
は
個
別
に
付
与
さ
れ
て
い

る
も
の
に
限
定
さ
れ
る
旨
の
、［
Ｅ
Ｕ
条
約
第
五
条
］
に
含
ま

れ
る
原
則
に
も
反
す
る
も
の
と
な
ろ
う
。」

　

こ
の
よ
う
に
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
一
一
四
条
に
基
づ
く
調
和
措
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置
は
、
Ｅ
Ｕ
に
対
し
て
域
内
市
場
に
お
け
る
経
済
活
動
を
規
制

す
る
一
般
的
権
限
を
付
与
す
る
も
の
で
は
な
く
、
物
の
自
由
移

動
や
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
自
由
に
対
す
る
障
壁
を
撤
廃
す
る
こ
と
、

ま
た
、
競
争
の
歪
曲
を
除
去
す
る
こ
と
に
よ
り
域
内
市
場
の
確

立
と
機
能
の
た
め
の
条
件
を
改
善
す
る
こ
と
が
目
的
と
さ
れ
る）（（
（

。

し
か
し
同
時
に
、
司
法
裁
判
所
は
、
域
内
市
場
の
機
能
に
対
す

る
障
壁
を
除
去
す
る
た
め
に
必
要
な
限
度
に
お
い
て
の
み
Ｅ
Ｕ

に
権
限
付
与
を
行
う
こ
と
に
、
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
一
一
四
条
一

項
を
限
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
理
由
と
し
て
司
法

裁
判
所
の
ア
ヴ
ォ
カ
ジ
ェ
ネ
ラ
ル）（（
（

M
aduro

は
、V

odafone

事
件
（
二
〇
一
〇
年
）
に
お
い
て
次
の
点
を
指
摘
し
て
い
る
。

　
「
こ
の
理
由
は
、
こ
の
規
定
の
二
重
の
性
格
に
見
出
す
こ
と

が
で
き
る
。
そ
れ
は
域
内
市
場
の
確
立
及
び
機
能
を
目
的
と
し

て
有
す
る
措
置
の
採
択
の
た
め
に
置
か
れ
て
い
る
規
定
で
あ
る

が
、
そ
れ
ら
の
［
Ｅ
Ｕ
］
措
置
は
様
々
な
市
場
規
制
目
標
を
追

求
す
る
国
家
の
措
置
に
取
っ
て
代
わ
る
こ
と
と
な
る
。［
Ｅ
Ｕ
］

の
介
入
が
域
内
市
場
の
目
的
上
必
要
と
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、

国
家
措
置
の
他
の
規
制
目
標
の
追
求
に
影
響
を
及
ぼ
す
べ
き
で

は
な
い
。［
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
一
一
四
条
］
に
つ
い
て
な
さ
れ

る
い
か
な
る
解
釈
も
、
こ
の
バ
ラ
ン
ス
を
維
持
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。［
Ｅ
Ｕ
］
の
介
入
に
対
す
る
正
当
化
は
市
場
統
合
と

い
う
目
標
に
由
来
す
る
が
、
そ
の
［
Ｅ
Ｕ
］
の
介
入
は
市
場
を

規
制
す
る
際
の
様
々
な
政
策
オ
プ
シ
ョ
ン
の
中
か
ら
選
択
を
行

う
政
治
的
自
由
を
維
持
す
る
べ
き
で
あ
る）（（
（

。」

　

以
上
の
よ
う
な
性
格
を
有
す
る
第
一
一
四
条
に
基
づ
く
調
和

立
法
措
置
と
し
て
「
規
則）（（
（

」
に
よ
り
補
助
機
関
す
な
わ
ち
「
欧

州
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
機
関
」（the 

European U
nion  A

gency for N
etw

ork and Inform
ation 

Security: EN
ISA

）
を
設
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
否
か
が
、

Ｅ
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
事
件）（（
（

（
二
〇
〇
六
年
）
に
お
い
て
争
わ
れ
た
さ
い
、

司
法
裁
判
所
は
、
Ｅ
Ｕ
立
法
部
が
第
一
一
四
条
に
基
づ
く
「
行

為
の
統
一
的
実
施
及
び
適
用
を
促
進
す
る
た
め
に
、
拘
束
力
の

な
い
支
援
的
及
び
枠
組
的
措
置
の
採
択
が
適
切
と
思
わ
れ
る
状

況
に
お
い
て
調
和
プ
ロ
セ
ス
の
実
施
に
寄
与
す
る
こ
と
に
責
任

を
負
う
」
Ｅ
Ｕ
補
助
機
関
の
設
立
を
規
定
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
と
判
示
し
た）（（
（

。
す
な
わ
ち
、
個

別
授
権
原
則
（
Ｅ
Ｕ
条
約
第
五
条
一
項）

（（
（

）
に
適
う
と
し
た
。

　

司
法
裁
判
所
は
、
こ
の
よ
う
に
し
て
第
一
一
四
条
に
よ
る
調

和
措
置
に
補
助
機
関
の
設
立
が
含
ま
れ
る
こ
と
を
認
め）（（
（

、
ま
た
、

そ
の
よ
う
な
調
和
措
置
が
許
容
さ
れ
る
た
め
の
条
件
を
判
示
し

て
い
る）（（
（

。
第
一
に
補
助
機
関
へ
付
与
さ
れ
る
任
務
は
「
加
盟
国

の
法
、
規
則
及
び
行
政
規
定
を
接
近
さ
せ
る
行
為
の
主
題
に
密
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接
に
結
び
つ
け
ら
れ
る
」
こ
と
で
あ
る）（（
（

。
第
二
に
調
和
措
置
の

目
的
お
よ
び
任
務
は
「
当
該
分
野
に
お
け
る
域
内
市
場
の
円
滑

な
機
能
に
対
す
る
障
害
を
創
り
出
す
お
そ
れ
の
あ
る
格
差
の
出

現
を
防
ぐ
適
切
な
手
段
」
を
構
成
す
る
こ
と
で
あ
る）（（
（

。
第
三
に

調
和
が
比
例
性
を
有
す
る
こ
と
で
あ
る）（（
（

。
た
だ
し
、「
拘
束
力

の
な
い
支
援
的
及
び
枠
組
的
措
置
の
採
択
」
に
限
定
さ
れ
る
か

否
か
に
関
し
て
は
争
い
が
あ
っ
た
（
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
後

述
す
る
と
お
り
、
Ｅ
Ｓ
Ｍ
Ａ
判
決
で
明
確
化
さ
れ
た
）。

　

⑵　

M
eroni

原
則
と
Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
実
行

　

司
法
裁
判
所
は
、M

eroni

事
件
（
一
九
五
六
年）

（（
（

）
に
お
い
て
、

Ｅ
Ｕ
の
基
本
条
約
に
基
づ
く
機
関
（
と
く
に
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
）

か
ら
他
の
機
関
・
団
体
へ
の
一
定
の
任
務
お
よ
び
そ
の
た
め
の

権
限
の
委
任
は
い
か
な
る
基
準
の
下
に
可
能
で
あ
る
か
に
つ
い

て
判
断
を
示
し
た
。
そ
れ
は
、M

eroni

原
則
（the M

eroni 
doctrine

）
と
呼
ば
れ
る）（（
（

。

　

同
事
件
で
は
、
欧
州
石
炭
鉄
鋼
共
同
体
（the European 

Coal and Steel Com
m

unity: ECSC

）
の
ハ
イ
オ
ー
ソ
リ
テ
ィ

（the H
igh A

uthorrity

、
現
在
の
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
当
た
る
）
が
、

ベ
ル
ギ
ー
私
法
に
基
づ
き
設
立
さ
れ
た
団
体
に
一
定
の
業
務
の

管
理
権
限
を
委
ね
た
と
こ
ろ
、
そ
の
権
限
委
任
は
適
法
で
あ
っ

た
か
否
か
が
争
わ
れ
た）（（
（

。
司
法
裁
判
所
は
、
そ
れ
ら
の
団
体
に

対
す
る
司
法
審
査
が
欠
如
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
ハ
イ
オ
ー

ソ
リ
テ
ィ
が
恣
意
的
に
自
己
の
権
限
よ
り
広
範
な
権
限
を
委
任

す
る
こ
と
を
危
惧
し）（（
（

、
以
下
の
基
準
に
照
ら
し
て
本
件
の
権
限

委
任
を
違
法
と
し
て
取
り
消
し
た）（（
（

。
イ
他
の
機
関
・
団
体
へ
の

権
限
委
任
は
、
委
任
を
行
う
機
関
に
基
本
条
約
に
よ
り
割
り
当

て
ら
れ
た
任
務
の
遂
行
に
必
要
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ロ
委
任
を
行
う
機
関
は
自
己
が
保
有
す
る
の
と
は
異
な
る
権
限

を
他
の
機
関
・
団
体
に
付
与
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ハ
他
の

機
関
・
団
体
に
付
与
さ
れ
る
権
限
の
行
使
は
、
委
任
を
行
う
機

関
が
直
接
行
使
す
る
場
合
に
服
す
る
の
と
同
じ
条
件
に
服
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ニ
権
限
の
委
任
は
推
定
さ
れ
る
こ
と
は
で

き
ず
、
明
示
的
に
与
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ホ
委
任
さ

れ
る
権
限
は
明
確
に
定
義
さ
れ
た
執
行
権
限
の
み
を
含
み
、
そ

の
使
用
は
委
任
を
行
う
機
関
の
監
督
に
全
面
的
に
服
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
換
言
す
れ
ば
、
広
範
な
裁
量
権
を
伴
う
権
限
の

委
任
は
認
め
ら
れ
な
い）（（
（

。
ヘ
司
法
裁
判
所
は
「［
Ｅ
Ｕ
］
の
機

関
構
造
に
特
有
の
権
限
均
衡
」
に
も
言
及
し
て
い
る）（（
（

。
こ
れ
ら

の
基
準
は
、
要
約
す
る
な
ら
ば
、
実
効
的
な
司
法
的
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
お
よ
び
機
関
間
均
衡
（institutional balance

）
（（
（

）
の
確

保
と
い
う
要
請
に
基
づ
い
て
い
る）（（
（

。
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M
eroni

原
則
に
従
う
な
ら
ば
、
当
該
権
限
が
政
策
決
定
す

な
わ
ち
裁
量
的
な
権
限
行
使
を
含
む
場
合
、
基
本
条
約
は
そ
の

よ
う
な
権
限
が
補
助
機
関
に
委
任
さ
れ
る
の
を
認
め
て
い
な
い
。

そ
の
よ
う
な
権
限
は
Ｅ
Ｕ
立
法
部
に
よ
り
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
の

み
委
任
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
か
ら
さ
ら
に
下
位
に
委
任

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
み
な
さ
れ
て
き
た）（（
（

（
こ
の
点
は
、
後

述
す
る
と
お
り
、
Ｅ
Ｓ
Ｍ
Ａ
判
決
で
修
正
さ
れ
て
い
る
）。

　

司
法
裁
判
所
は
、M

eroni

原
則
を
Ｅ
Ｃ
Ｓ
Ｃ
条
約
に
基
づ

く
ハ
イ
オ
ー
ソ
リ
テ
ィ
に
よ
る
外
部
団
体
へ
の
権
限
委
任
だ
け

で
な
く
、
Ｅ
Ｕ
の
様
々
な
文
脈
で
も
適
用
ま
た
は
参
照
し
て
き

た
。
た
と
え
ば
、
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
ド
イ
ツ
の
社
団
法
人
で
あ

る
欧
州
映
画
配
給
事
務
所
（the European Film

 D
istri

bution O
ffi

ce: EFD
O

）
に
権
限
を
委
任
し
た
場
合
（
映
画
配
給

に
関
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
き
提
出
さ
れ
た
資
金
申
請
に
関
す
る

Ｅ
Ｆ
Ｄ
Ｏ
の
決
定
は
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
代
表
の
事
前
の
同
意
に
服
し

た
）
（（
（

）、
Ｅ
Ｃ
Ｂ
に
お
い
て
政
策
理
事
会
か
ら
役
員
会
へ
権
限
委

任
が
な
さ
れ
た
場
合
（
政
策
理
事
会
が
雇
用
条
件
を
定
め
、
適
用

に
関
す
る
一
般
規
則
の
制
定
を
役
員
会
に
授
権
し
た）

（（
（

）、
コ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
が
補
助
機
関
で
あ
る
欧
州
食
品
安
全
機
関
（the 

European Food Safety A
uthority: EFSA

）
に
権
限
を
委
任

し
た
場
合
（
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
Ｅ
Ｆ
Ｓ
Ａ
か
ら
意
見
を
受
理
し
て
、

そ
れ
に
基
づ
き
政
策
判
断
を
行
っ
た）

（（
（

）
で
あ
る
。

　

ま
た
、Rom

ano

判
決
（
一
九
八
一
年
）
は
、
Ｅ
Ｕ
立
法
部

と
し
て
理
事
会
が
Ｅ
Ｕ
立
法
（
規
則）

（（
（

）
に
よ
り
設
置
し
た
コ

ミ
ッ
シ
ョ
ン
付
属
機
関
で
あ
る
「
移
住
労
働
者
社
会
保
障
コ

ミ
ッ
シ
ョ
ン
」（
行
政
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
）
が
行
っ
た
決
定
に
つ
い

て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
「［
Ｅ
Ｅ
Ｃ
］
条
約
第
一
五
五
条
並
び
に
条
約
及
び
特
に
第
一

七
三
条
及
び
第
一
七
七
条
に
よ
り
創
設
さ
れ
た
司
法
制
度
の
両

方
か
ら
、
行
政
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
よ
う
な
機
関
は
、
理
事
会
に

よ
り
規
範
的
な
性
格
を
有
す
る
行
為
（des actes revêtant un 

caractère norm
ative; acts having the force of law

）
を
決

定
す
る
権
限
を
付
与
さ
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い）（（
（

」。

　
「
規
範
的
な
性
格
を
有
す
る
行
為
」
と
は
、
立
法
措
置
す
な

わ
ち
一
般
的
適
用
性
を
有
す
る
拘
束
力
の
あ
る
行
為
を
意
味
す

る
）
（（
（

。
後
の
判
決
は
、Rom

ano

判
決
を
引
用
し
て
「
立
法
措

置
」（legislative m

easures

）
と
言
い
換
え
て
い
る）（（
（

。
そ
の
よ

う
な
行
為
を
補
助
機
関
が
行
う
こ
と
は
で
き
な
い
と
さ
れ
た
。

判
断
の
根
拠
と
な
っ
た
の
は
、「［
Ｅ
Ｅ
Ｃ
］
条
約
第
一
五
五
条

並
び
に
条
約
及
び
特
に
第
一
七
三
条
及
び
第
一
七
七
条
に
よ
り

創
設
さ
れ
た
司
法
制
度
」
で
あ
る
。
Ｅ
Ｅ
Ｃ
条
約
第
一
五
五
条

は
、「
理
事
会
が
定
め
る
規
範
の
実
施
の
た
め
に
理
事
会
が
付
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与
す
る
権
限
を
行
使
す
る
」
の
は
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
あ
る
と
規

定
し
、
Ｅ
Ｅ
Ｃ
条
約
第
一
七
三
条
は
取
消
訴
訟）（（
（

、
第
一
七
七
条

は
先
決
付
託
手
続）（（
（

を
定
め
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、M

eroni

判

決
と
同
じ
く
、
機
関
間
均
衡
と
司
法
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
判
断

根
拠
と
な
っ
て
、
補
助
機
関
が
一
般
的
適
用
性
を
有
す
る
拘
束

力
の
あ
る
行
為
を
行
う
こ
と
は
で
き
な
い
と
結
論
さ
れ
て
い
る）（（
（

。

　

さ
ら
に
、A

lliance for N
atural H

ealth

（
Ａ
Ｎ
Ｈ
）
判
決

に
お
い
て
、
司
法
裁
判
所
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
「［
Ｅ
Ｕ
］
立
法
部
は
、
当
該
立
法
行
為
の
諸
側
面
を
修
正
す

る
自
己
の
権
限
を
委
任
し
よ
う
と
す
る
場
合
、
そ
の
権
限
が
明

確
に
定
義
さ
れ
る
こ
と
、
及
び
、
権
限
の
行
使
が
客
観
的
な
基

準
に
照
ら
し
て
厳
格
な
審
査
に
服
す
る
こ
と
を
確
保
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い（
そ
の
趣
旨
で
、Case 9/56 M

eroni v H
igh A

uthor
ity [1958] ECR 1（（, at p. 152

参
照）

（（
（

）。」

　

こ
の
判
決
で
は
、
Ｅ
Ｕ
立
法
部
が
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
権
限
を

委
任
し
た
事
案
にM

eroni

判
決
が
引
用
さ
れ
て
い
る
が）（（
（

、
そ

れ
は
前
掲Rom

ano

判
決
と
同
じ
く
、
機
関
間
均
衡
と
司
法

的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
判
断
根
拠
と
し
て
い
る
こ
と
、
そ
の
点
が

M
eroni

判
決
と
同
様
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
い
る
も
の
と
解

釈
さ
れ
る）（（
（

。

　

Rom
ano

判
決
お
よ
び
Ａ
Ｎ
Ｈ
判
決
に
よ
り
、
Ｅ
Ｕ
立
法
部

か
ら
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
以
外
へ
の
広
範
な
裁
量
権
を
伴
う
権
限
の

委
任
は
禁
止
さ
れ
る
と
解
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、

Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
一
一
四
条
に
基
づ
く
調
和
立
法
措
置
と
し
て
、

広
範
な
裁
量
的
権
限
を
有
す
る
補
助
機
関
を
設
立
す
る
こ
と
は
、

立
法
部
か
ら
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
な
く
補
助
機
関
へ
の
広
範
な

裁
量
権
を
伴
う
権
限
委
任
で
あ
る
と
み
な
し
、M

eroni

原
則

に
反
す
る
と
考
え
ら
れ
た
。
こ
の
立
場
に
よ
れ
ば
、「
Ｅ
Ｕ
裁

判
所
の
判
例
法
は
、
広
範
な
裁
量
的
権
限
の
委
任
が
第
一
次
法

の
下
で
明
確
に
違
法
で
あ
る
こ
と
、
及
び
、
そ
の
よ
う
な
権
限

を
有
す
る
規
制
的
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
（regulatory agen cies

）

の
創
設
は
機
関
間
均
衡
の
原
則
に
違
反
し
、
許
容
さ
れ
な
い
こ

と
を
示
し
て
い
る
」
と
さ
れ
る）（（
（

。

　

し
か
し
一
方
で
、
弾
力
的
な
運
用
が
な
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

た
と
え
ば
、
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
文
書
で
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ

て
い
る
。

　
「［
司
法
裁
判
所
］
に
よ
り
確
立
さ
れ
た
“Meroni

”判
例
法

に
よ
れ
ば
、
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
／
機
関
は
、
実
際
の
経
済
政
策

の
執
行
に
相
当
す
る
、
条
約
に
定
め
ら
れ
た
様
々
な
目
的
の
調

整
に
お
い
て
困
難
な
選
択
を
必
要
と
す
る
決
定
を
行
う
権
限
を

委
任
さ
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
他
方
、
明
確
に
定
義
さ
れ
た

執
行
権
限
は
、［
Ｅ
Ｕ
］
法
規
定
の
適
用
を
決
定
す
る
た
め
に
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そ
れ
ら
を
解
釈
す
る
必
要
を
伴
う
権
限
、
及
び
、
こ
れ
ら
の

ル
ー
ル
を
適
用
す
る
際
に
当
該
機
関
に
一
定
の
評
価
の
余
地
を

残
す
権
限
を
含
め
て
、
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
に
委
任
さ
れ
る
こ
と

が
で
き
る）（（
（

。」

　

こ
の
よ
う
に
、M

eroni

原
則
の
下
で
も
、
専
門
的
効
率
性

を
有
す
る
独
立
の
補
助
機
関
を
一
定
の
条
件
の
下
に
許
容
さ
れ

る
こ
と
が
あ
る
。
第
一
に
立
法
部
の
権
限
の
保
全
が
求
め
ら
れ

る
が
、
コ
ミ
ト
ロ
ジ
ー
（
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
二
九
一
条
三
項
）
や

委
任
立
法
手
続
（
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
二
九
〇
条
）
に
類
似
し
た
手

続
、
補
助
機
関
が
起
草
し
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
決
定
す
る
手
続

（
前
掲
Ｅ
Ｂ
Ａ
規
則
）
な
ど
が
あ
れ
ば
、
権
限
委
任
は
認
め
ら
れ

る
。
第
二
に
機
関
間
均
衡
原
則
に
基
づ
き
、
Ｅ
Ｕ
立
法
の
実
施

に
お
け
る
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
権
限
が
保
全
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
た
だ
し
、
補
助
機
関
へ
の
裁
量
的
権
限
の
委
任
が
、
コ

ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
拒
否
権
や
立
法
部
へ
の
付
託
権
を
付
与
す
る
こ

と
に
よ
り
、
例
外
的
に
許
容
さ
れ
る
。
第
三
に
補
助
機
関
が
採

択
す
る
拘
束
力
の
あ
る
措
置
に
対
し
て
常
に
司
法
審
査
が
可
能

で
あ
る
こ
と
で
あ
る
（
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
二
六
三
条
一
項
）。
第

四
に
補
助
機
関
が
欧
州
議
会
に
対
し
て
説
明
責
任
を
負
う
よ
う

に
す
る
こ
と
、
Ｅ
Ｕ
諸
機
関
が
補
助
機
関
の
重
要
ポ
ス
ト
の
任

免
に
一
定
の
権
限
を
有
す
る
こ
と
な
ど
、
政
治
的
説
明
責
任
を

確
保
す
る
こ
と
で
あ
る）（（
（

。

　

Ｅ
Ｕ
の
実
行
に
お
い
て
は
、
立
法
部
か
ら
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の

関
係
全
般
を
含
め
、M

eroni

原
則
を
広
範
囲
に
適
用
さ
れ
る

が
、
そ
の
一
方
で
独
立
の
補
助
機
関
が
持
つ
専
門
的
効
率
性
の

要
請
か
らM

eroni

原
則
を
弾
力
的
に
運
用
し
、
条
件
付
き
で

「
規
制
的
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
」
の
存
在
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

　

⑶　

欧
州
銀
行
庁
（
Ｅ
Ｂ
Ａ
）
とM

eroni

原
則

　

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
前
掲
Ｅ
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
判
決
を
承
け
て
、
Ｅ

Ｂ
Ａ
設
立
の
法
的
根
拠
を
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
一
一
四
条
に
求
め
、

Ｅ
Ｂ
Ａ
の
設
立
を
正
当
化
し
て
い
る
（
Ｅ
Ｂ
Ａ
規
則
前
文
第
一

段
）
（（
（

）。
一
方
、
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
Ｅ
Ｂ
Ａ
を
含
む
欧
州
監
督

庁
（
Ｅ
Ｓ
Ａ
ｓ
）
が
「
拘
束
力
を
有
す
る
技
術
的
基
準
を
自
ら

採
択
す
る
こ
と
は
、［
基
本
］
条
約
に
基
づ
く
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

の
責
任
と
抵
触
し
、
ま
た
、［
欧
州
監
督
］
機
関
に
条
約
改
正

を
必
要
と
す
る
裁
量
的
権
限
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
最

初
に
除
外
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い）（（
（

」
と
考
え
て
い
た
。
ま
た
、

M
eroni

原
則
と
の
適
合
性
に
関
連
し
て
、
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、

補
助
機
関
に
関
す
る
二
〇
〇
八
年
政
策
文
書
の
中
で
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
。

　
「
現
行
の
［
Ｅ
Ｕ
］
法
秩
序
に
は
、
規
制
的
エ
ー
ジ
ェ
ン
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シ
ー
の
自
律
的
な
権
限
に
対
し
て
明
確
か
つ
厳
格
な
限
界
が
存

在
す
る
。
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
は
、
一
般
的
規
制
措
置
を
採
択
す

る
権
限
を
付
与
さ
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー

は
、
確
定
さ
れ
た
技
術
的
専
門
知
識
が
要
求
さ
れ
る
特
定
の
分

野
に
お
い
て
、
明
確
か
つ
精
確
に
定
め
ら
れ
た
条
件
の
下
で
及

び
真
正
な
裁
量
的
権
限
な
し
に
、
個
別
の
決
定
を
行
う
こ
と
に

限
定
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
は
［
基
本
］
条
約

が
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
明
示
的
に
付
与
し
た
責
任
（
た
と
え
ば
、

［
Ｅ
Ｕ
］
法
の
守
護
者
と
し
て
行
動
す
る
こ
と
）
に
影
響
を
及
ぼ

し
う
る
権
限
を
委
託
さ
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い）（（
（

。」

　

こ
の
よ
う
なM

eroni

原
則
へ
の
配
慮
は
、
Ｅ
Ｂ
Ａ
規
則
に

お
い
て
次
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。
第
一
に
「
単
一
ル
ー

ル
ブ
ッ
ク
」（
プ
ル
ー
デ
ン
シ
ャ
ル
調
和
ル
ー
ル
の
集
成
）
に

関
し
、
Ｅ
Ｂ
Ａ
は
関
連
立
法
分
野
に
お
い
て
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第

二
九
〇
条
ま
た
は
第
二
九
一
条
（
後
述
）
に
基
づ
く
コ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
の
権
限
の
下
で
そ
れ
ぞ
れ
「
規
制
的
技
術
基
準
」
ま
た

は
「
実
施
技
術
基
準
」（
い
ず
れ
も
政
策
的
選
択
を
伴
わ
ず
、
立

法
に
よ
り
内
容
的
範
囲
が
画
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
要
す
る
）
の

草
案
を
作
成
す
る
。
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
そ
れ
を
承
認
し
、
一
定

の
手
続
を
経
て
採
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
Ｅ
Ｂ
Ａ
規
則
第
一

〇
、
第
一
五
条
）。

　

第
二
に
プ
ル
ー
デ
ン
シ
ャ
ル
監
督
に
関
し
て
、
す
で
に
述
べ

た
と
お
り
、
国
内
所
轄
機
関
の
間
で
行
動
の
手
続
や
内
容
に
関

す
る
見
解
の
不
一
致
が
発
生
す
る
場
合
、
Ｅ
Ｂ
Ａ
は
「
拘
束
的

効
果
」
を
有
す
る
決
定
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
が
、
コ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
は
義
務
不
履
行
訴
訟
（
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
二
五
八
条
）
に

関
す
る
権
限
を
維
持
す
る
（
Ｅ
Ｂ
Ａ
第
一
九
条
。
第
一
七
、
第
一

八
条
も
参
照
）。
こ
の
よ
う
に
、
Ｅ
Ｂ
Ａ
規
則
は
、
プ
ル
ー
デ

ン
シ
ャ
ル
・
ル
ー
ル
の
作
成
お
よ
び
プ
ル
ー
デ
ン
シ
ャ
ル
監
督

に
お
い
て
、
広
範
な
裁
量
の
余
地
を
伴
わ
な
い
形
で
Ｅ
Ｂ
Ａ
の

権
限
を
、
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
決
定
の
草
案
を
準
備
す
る
こ
と
や
、

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
権
限
を
留
保
す
る
こ
と
に
限
定
す
る
こ
と
に

よ
り
、M

eroni

原
則
を
遵
守
し
よ
う
と
し
た）（（
（

。

　

し
か
し
、
以
上
の
よ
う
な
Ｅ
Ｕ
の
実
行
に
は
、M

eroni

原

則
の
誤
謬
が
存
在
す
る
。
次
の
よ
う
な
批
判
が
加
え
ら
れ
る
こ

と
が
あ
る
。

　
「M

eroni

判
決
を
利
用
し
た
「
言
い
訳
」
が
、
Ｅ
Ｕ
エ
ー

ジ
ェ
ン
シ
ー
の
機
能
的
な
必
要
性
に
関
す
る
議
論
を
ほ
と
ん
ど

挫
折
又
は
頓
挫
さ
せ
て
き
た
。
一
九
九
〇
年
代
半
ば
以
来
ず
っ

と
、M

eroni

原
則
は
、
Ｅ
Ｕ
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
に
真
の
単
一

市
場
の
適
正
な
機
能
を
確
保
す
る
権
限
を
明
示
的
か
つ
慎
重
に

正
当
化
さ
れ
て
付
与
す
る
、
す
べ
て
の
試
み
を
失
速
さ
せ
て
き
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た
。
そ
の
原
則
は
、
執
行
機
能
が
大
部
分
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
付

与
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
Ｅ
Ｕ
［
補
助
機
関
］
に
委
任
さ
れ
る

こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
、
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
及
び
そ
の
政
府
又
は

機
関
の
間
で
都
合
の
よ
い
政
治
的
格
言
と
な
っ
て
き
た）（（
（

。」

　

M
eroni

原
則
の
誤
謬
ま
た
は
「
言
い
訳
」
に
よ
り
、
同
原

則
の
非
常
に
広
範
な
適
用
を
招
き
、
Ｅ
Ｂ
Ａ
は
実
効
的
な
銀
行

監
督
を
行
う
権
限
を
付
与
さ
れ
な
か
っ
た
結
果
、
結
局
、
単
一

銀
行
監
督
機
構
（
Ｓ
Ｓ
Ｍ
）
の
導
入
に
道
を
譲
る
こ
と
と
な
っ

た
。

　

⑷　

単
一
銀
行
監
督
機
構
（
Ｓ
Ｓ
Ｍ
）
と
Ｅ
Ｃ
Ｂ

　

Ｅ
Ｕ
に
お
い
て
は
加
盟
国
が
Ｅ
Ｕ
法
令
の
執
行
権
限
を
一
般

的
に
有
す
る）（（
（

。
す
な
わ
ち
、
間
接
行
政）（（
（

が
原
則
で
あ
る）（（
（

。
加
盟

国
は
Ｅ
Ｕ
法
令
を
実
施
す
る
た
め
、
自
己
の
権
限
を
使
用
す
る

義
務
の
下
に
あ
る
。
そ
れ
は
誠
実
協
力
原
則）（（
（

（
Ｅ
Ｕ
条
約
第
四

条
三
項
）
を
反
映
し
て
い
る
。
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
二
九
一
条
一

項
に
は
、「
加
盟
国
は
連
合
の
法
的
拘
束
力
を
有
す
る
行
為
を

実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
す
べ
て
の
国
内
法
上
の
措
置
を
と

る
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。

　

他
方
、
Ｅ
Ｕ
に
よ
る
直
接
行
政）（（
（

に
つ
い
て
、
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約

第
二
九
一
条
二
項
は
、「
連
合
の
法
的
拘
束
力
を
有
す
る
行
為

を
実
施
す
る
た
め
の
一
律
の
条
件
が
必
要
と
さ
れ
る
場
合
、
そ

れ
ら
の
行
為
は
実
施
権
限
を
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
、
又
は
、
適
切
に

正
当
化
さ
れ
る
特
定
の
場
合
…
…
に
お
い
て
は
理
事
会
に
付
与

す
る
」
と
規
定
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
Ｅ
Ｕ
法
の
実
施
に

つ
い
て
一
律
の
条
件
が
必
要
と
さ
れ
る
場
合
、
原
則
と
し
て
コ

ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
実
施
権
限
が
付
与
さ
れ
る
。
こ
の
規
定
は
、
Ｅ

Ｕ
の
一
般
的
執
行
権
限
を
一
般
法
（lex generalis

）
と
し
て
定

め
る
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
る）（（
（

。
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
実
施
権
限
は
、

第
二
九
一
条
二
項
に
基
づ
く
コ
ミ
ト
ロ
ジ
ー
制
度
（
加
盟
国
に

よ
る
監
視
手
続）

（（
（

）
に
服
す
る
。

　

こ
れ
に
対
し
、
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
一
二
七
条
六
項
は
特
別
法

（lex specialis

）
と
し
て
存
在
す
る
。
第
一
二
七
条
六
項
に
は
、

次
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。

　
「
理
事
会
は
、
特
別
立
法
手
続
に
従
い
、
規
則
を
手
段
と
し
、

全
会
一
致
に
よ
り
、
か
つ
欧
州
議
会
及
び
欧
州
中
央
銀
行
に
諮

問
し
た
後
議
決
を
行
い
、
保
険
事
業
者
を
除
く
信
用
機
関
及
び

他
の
金
融
機
関
の
プ
ル
ー
デ
ン
シ
ャ
ル
監
督
に
関
す
る
政
策
に

係
る
特
定
の
任
務
を
欧
州
中
央
銀
行
に
付
与
す
る
こ
と
が
で
き

る
。」

　

こ
の
規
定
に
基
づ
き
、
Ｓ
Ｓ
Ｍ
を
設
立
す
る
た
め
、「
信
用

機
関
の
プ
ル
ー
デ
ン
シ
ャ
ル
監
督
に
係
る
政
策
に
関
す
る
特
定
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の
任
務
を
欧
州
中
央
銀
行
に
付
与
す
る
理
事
会
規
則
」（
Ｓ
Ｓ

Ｍ
規
則）

（（
（

）
が
、
二
〇
一
三
年
一
〇
月
一
五
日
公
式
に
採
択
さ
れ

た
。
ま
た
、
Ｓ
Ｓ
Ｍ
導
入
に
伴
う
Ｅ
Ｂ
Ａ
規
則
改
正）（（
（

も
採
択
さ

れ
た
。
Ｓ
Ｓ
Ｍ
は
二
〇
一
四
年
一
一
月
四
日
よ
り
発
足
す
る
。

Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
一
二
七
条
六
項
が
根
拠
条
文
と
し
て
使
用
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
理
由
の
一
つ
と
し
て
、
同
第
一
三
二
条）（（
（

が

Ｅ
Ｃ
Ｂ
に
実
施
権
限
を
直
接
付
与
し
て
い
る
た
め
、
Ｅ
Ｃ
Ｂ
は

M
eroni

原
則
が
適
用
さ
れ
る
権
限
委
任
を
必
要
と
し
な
い
と

い
う
こ
と
が
あ
っ
た）（（
（

。
ま
た
、
中
央
銀
行
が
金
融
政
策
だ
け
で

な
く
銀
行
監
督
も
兼
務
す
る
加
盟
国
も
多
数
存
在
し
て
い
る
こ

と
や
、
Ｅ
Ｃ
Ｂ
に
対
す
る
高
い
評
価
も
、
第
一
二
七
条
六
項
を

根
拠
規
定
と
す
る
理
由
と
な
っ
た）（（
（

。

　

Ｓ
Ｓ
Ｍ
と
は
、「
欧
州
中
央
銀
行
及
び
参
加
加
盟
国
所
轄
機

関
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
欧
州
金
融
監
督
制
度
」（
Ｓ
Ｓ
Ｍ
規
則
第

二
条
九
号
）
を
い
う
。
Ｓ
Ｓ
Ｍ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
紙
幅
の
関

係
で
割
愛
す
る
が）（（
（

、
Ｓ
Ｓ
Ｍ
を
通
じ
て
Ｅ
Ｃ
Ｂ
に
信
用
機
関

（
銀
行
）
へ
の
免
許
の
付
与
お
よ
び
取
消
な
ど
の
任
務
に
つ
い

て
排
他
的
権
限
が
付
与
さ
れ
て
い
る
（
Ｓ
Ｓ
Ｍ
規
則
第
四
条
一

項
）。
Ｅ
Ｃ
Ｂ
は
、「
Ｅ
Ｃ
Ｂ
及
び
国
内
所
轄
機
関
で
構
成
さ
れ

る
単
一
監
督
機
構
内
に
お
い
て
自
己
の
任
務
を
遂
行
す
る
」
と

と
も
に
、「
Ｓ
Ｓ
Ｍ
の
実
効
的
か
つ
整
合
的
な
機
能
に
責
任
を

有
す
る
」
も
の
と
さ
れ
て
い
る
（
Ｓ
Ｓ
Ｍ
規
則
第
六
条
一
項
）。

Ｅ
Ｃ
Ｂ
と
国
内
所
轄
機
関
の
監
督
業
務
の
分
担
は
、
信
用
機
関

（
金
融
持
株
会
社
、
複
合
金
融
持
株
会
社
、
Ｓ
Ｓ
Ｍ
非
参
加
国
に
設

立
さ
れ
た
信
用
機
関
が
参
加
国
に
設
立
し
た
支
店
を
含
む
）
の
規

模
、
Ｅ
Ｕ
ま
た
は
参
加
加
盟
国
の
経
済
に
と
っ
て
の
重
要
度
お

よ
び
ク
ロ
ス
ボ
ー
ダ
ー
業
務
の
程
度
を
基
準
と
す
る
「
重
要

性
」（signifi cance

）
に
よ
り
決
ま
る
（
Ｓ
Ｓ
Ｍ
規
則
第
六
条
四

項
）。「
重
要
」
な
信
用
機
関
の
場
合
に
は
Ｅ
Ｃ
Ｂ
に
よ
る
直
接

監
督
の
対
象
と
な
り
（
図
表
５
参
照
）、「
重
要
」
で
は
な
い
信

用
機
関
に
つ
い
て
は
Ｅ
Ｃ
Ｂ
の
「
規
則
」
や
「
指
針
」
を
通
じ

て
国
内
所
轄
機
関
を
介
し
た
間
接
監
督
が
行
わ
れ
る
。
た
だ
し
、

Ｅ
Ｃ
Ｂ
は
必
要
に
応
じ
て
直
接
監
督
権
限
を
行
使
す
る
こ
と
が

で
き
る
（
Ｓ
Ｓ
Ｍ
規
則
第
六
条
四
︲
六
項）

（（
（

）。

　

し
か
し
、
Ｓ
Ｓ
Ｍ
の
制
度
設
計
に
は
、
ユ
ー
ロ
圏
を
前
提
と

す
る
根
拠
規
定
に
由
来
す
る
二
重
構
造）（（
（

が
四
つ
存
在
す
る
。
第

一
に
、
Ｓ
Ｓ
Ｍ
に
お
い
て
は
Ｅ
Ｃ
Ｂ
に
よ
る
銀
行
監
督
が
行
わ

れ
る
一
方
、
Ｓ
Ｓ
Ｍ
非
参
加
国
に
お
け
る
銀
行
監
督
は
基
本
的

に
母
国
監
督
主
義
に
基
づ
く
。
ま
た
、
Ｓ
Ｓ
Ｍ
と
非
参
加
国
の

関
係
も
母
国
監
督
主
義
に
拠
る
。
一
方
、
Ｅ
Ｂ
Ａ
に
は
従
来
通

り
す
べ
て
の
加
盟
国
が
参
加
す
る
（
図
表
６
参
照
）。

　

第
二
に
、
Ｓ
Ｓ
Ｍ
内
部
に
お
い
て
も
、
ユ
ー
ロ
圏
諸
国
お
よ
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Ａ国

本店
銀行

支店
子会社

Ｂ国

ECB
直接監督

図表5　「重要」な銀行に対するECBの直接監督と母国監督主義の廃止

（筆者作成）

担当機関 国内監督当局 欧州銀行庁 EBA 欧州中央銀行 ECB

任務と特徴

母国監督主義
単一免許の相互承認
本質的調和

単一ルールブックの作成な
ど EU 法令の整合的な解
釈と適用のために国内監
督当局を支援

金融機関のプルーデンシャ
ル監督政策に関する特定の
任務
単一銀行監督機構

EU 法令 指令 201（/（6
規則 575/201（

規則 109（/2010
規則 1022/201（

規則 1024/201（
（SSM 規則）

根拠条文 EU 機能条約
第 114 条

EU 機能条約
第 114 条

EU 機能条約
第 127 条 6 項

（筆者作成）

図表6　国内監督当局、欧州銀行庁（EBA）、欧州中央銀行（ECB）
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び
非
ユ
ー
ロ
圏
参
加
国
で
構
成
さ
れ
る
と
い
う
二
重
構
造
が
あ

る
。
Ｅ
Ｃ
Ｂ
は
金
融
政
策
の
面
で
は
ユ
ー
ロ
圏
の
み
を
対
象
と

す
る
が
、
銀
行
監
督
の
面
で
は
非
ユ
ー
ロ
圏
諸
国
も
Ｅ
Ｃ
Ｂ
と

「
緊
密
な
協
力
」（close cooperation

）
を
確
立
す
る
了
解
覚
書

を
交
わ
す
こ
と
に
よ
り
国
内
法
に
基
づ
き
Ｓ
Ｓ
Ｍ
に
参
加
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
国
内
監
督
機
関
が
Ｅ
Ｃ
Ｂ
の
指
針
や
要
請
に

従
う
こ
と
、
ま
た
、
Ｅ
Ｃ
Ｂ
が
求
め
る
銀
行
情
報
を
す
べ
て
提

供
す
る
こ
と
な
ど
が
条
件
と
な
る
（
Ｓ
Ｓ
Ｍ
規
則
第
七
条
一
︲

四
項
）。
し
か
し
、
非
ユ
ー
ロ
圏
Ｓ
Ｓ
Ｍ
参
加
国
（
緊
密
協
力

国
）
が
そ
れ
ら
の
条
件
を
遵
守
し
な
い
場
合
、
Ｅ
Ｃ
Ｂ
の
政
策

決
定
に
同
意
し
な
い
場
合
、
あ
る
い
は
、「
緊
密
な
協
力
」
の

確
立
か
ら
三
年
経
過
し
た
場
合
、
容
易
に
関
係
が
解
消
さ
れ
う

る
（
Ｓ
Ｓ
Ｍ
規
則
第
七
条
五
︲
八
項
）。

　

第
三
の
二
重
構
造
は
、
Ｅ
Ｃ
Ｂ
の
政
策
決
定
に
関
す
る
組
織

構
造
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
Ｓ
Ｓ
Ｍ
の
政
策
決
定
は
Ｅ
Ｃ
Ｂ

政
策
理
事
会
（Governing Council

）
と
Ｅ
Ｃ
Ｂ
内
に
設
置
さ

れ
る
監
督
委
員
会
（Supervisory Board

）
に
よ
り
な
さ
れ
る
。

し
か
し
、
基
本
条
約
上
、
Ｅ
Ｃ
Ｂ
の
最
高
決
定
機
関
は
政
策
理

事
会
で
あ
る
が
（
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
一
二
九
条
一
項
、
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｂ
／

Ｅ
Ｃ
Ｂ
定
款
第
一
二
条
）、
非
ユ
ー
ロ
圏
緊
密
協
力
国
は
そ
の
構

成
員
と
な
る
こ
と
は
で
き
な
い
（
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
二
八
三
条
一

項
、
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｂ
／
Ｅ
Ｃ
Ｂ
定
款
第
一
〇
条
一
項
）。
監
督
委
員
会

は
直
接
決
定
を
行
わ
ず
、
Ｅ
Ｃ
Ｂ
の
監
督
任
務
に
関
す
る
準
備

作
業
を
行
い
、
決
定
案
を
政
策
理
事
会
に
提
出
す
る
。
政
策
理

事
会
が
一
定
期
間
内
に
反
対
し
な
い
限
り
、
決
定
案
は
採
択
さ

れ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
（
Ｓ
Ｓ
Ｍ
規
則
第
二
六
条
八
項
）（
図

表
７
参
照
）。

　

第
四
に
、
全
加
盟
国
が
参
加
す
る
欧
州
銀
行
庁
（
Ｅ
Ｂ
Ａ
）

と
の
関
係
で
も
二
重
構
造
が
存
在
す
る
。
Ｅ
Ｂ
Ａ
は
Ｅ
Ｕ
内
の

銀
行
に
適
用
さ
れ
る
「
単
一
ル
ー
ル
ブ
ッ
ク
」
を
作
成
す
る
こ

と
な
ど
に
加
え
て
、
Ｅ
Ｂ
Ａ
規
則
の
改
正
に
よ
り
「
欧
州
銀
行

監
督
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」（
改
正
Ｅ
Ｂ
Ａ
規
則
第
八
条
一
項

（aa） 

）
を

作
成
す
る
こ
と
も
任
務
と
さ
れ
て
い
る）（（
（

。
し
か
し
、
Ｅ
Ｃ
Ｂ
監

督
委
員
会
は
、
Ｅ
Ｂ
Ａ
の
政
策
決
定
機
関
で
あ
る
「
監
督
者
理

事
会
」（Board of Supervisors

）
に
代
表
を
一
人
出
す
こ
と

で
き
る
が
、
投
票
権
は
な
い
（
改
正
Ｅ
Ｂ
Ａ
規
則
第
四
〇
条
一
項

⒟
）。
ま
た
、「
双
方
多
数
決
制
」
が
導
入
さ
れ
（
第
四
四
条
）、

イ
Ｅ
Ｂ
Ａ
監
督
者
理
事
会
が
特
定
多
数
決）（（
（

に
よ
り
決
定
す
る
場

合
、
Ｓ
Ｓ
Ｍ
参
加
国
と
不
参
加
国
の
各
々
で
賛
成
過
半
数
が
確

保
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
ロ
一
定
事
項
に
お
い
て

単
純
多
数
決
に
よ
り
決
定
す
る
場
合
、
Ｓ
Ｓ
Ｍ
参
加
国
と
不
参

加
国
の
双
方
で
過
半
数
が
確
保
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
図
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銀行監督

ECB

金融政策

監督委員会
（非ユーロ圏含む）

政策理事会
（ユーロ圏のみ）

図表7　ECBにおける政策決定機関──金融政策と銀行監督

（筆者作成）

事項 旧規定（第 44 条） 新規定（第 44 条）

技術的基準（第 10 － 15 条）
指針、勧告（第 16 条）
財政規定（第Ⅵ章）
金融活動の禁止又は制限の決定
の見直し（第 9 条 5 項 （ 段）

特定多数決

特定多数決
＋ 双方単純多数決

（特定多数決に、SSM 参加国と不参
加国の双方で過半数があること）

EU 法違反（第 17 条） 単純多数決 双方単純多数決
（SSM 参加国と不参加国の双方で過
半数があること）
　SSM 不参加国が 4 カ国以下の時
点より、不参加国 1 カ国以上を含む
単純多数決

越境状況での所轄機関の不一致
の解決（第 19 条）

単純多数決
（特定多数決のブロッキング ･ マイ
ノリティ票に相当する反対がない限
り）

危機管理（第 18 条 （、4 項） 単純多数決 双方単純多数決

その他 単純多数決 単純多数決

（Stijn Verhelst, “The Single Supervisory Mechanism: A Sound first step in Europeʼs Banking 
Union?”, Working Paper, European Affairs Programme, March 201（, p. 2（に依拠して筆者作成）

図表8　SSM導入後の欧州銀行庁（EBA）における政策決定方式（改正EBA規則）
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表
８
参
照
）。
こ
の
よ
う
に
、
域
内
市
場
の
一
体
性
を
確
保
す

る
た
め
に
少
数
派
の
Ｓ
Ｓ
Ｍ
非
参
加
国
の
立
場
が
優
遇
さ
れ
て

い
る）（（
（

。

　

以
上
四
つ
の
二
重
構
造
の
う
ち
第
一
お
よ
び
第
二
は
、
Ｅ
Ｕ

機
能
条
約
第
一
二
七
条
六
項
を
根
拠
条
文
に
し
た
こ
と
に
起
因

す
る
。
Ｅ
Ｃ
Ｂ
の
組
織
構
造
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
ユ
ー
ロ

圏
参
加
国
を
前
提
と
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
第
一
二
七
条
六

項
に
規
定
さ
れ
る
「
保
険
事
業
者
を
除
く
信
用
機
関
及
び
他
の

金
融
機
関
の
プ
ル
ー
デ
ン
シ
ャ
ル
監
督
に
関
す
る
政
策
に
係
る

特
定
の
任
務
」
と
は
、
ユ
ー
ロ
圏
だ
け
に
限
定
さ
れ
る
べ
き
で

あ
り
、
ま
た
、
非
ユ
ー
ロ
圏
を
含
む
も
の
で
あ
る
と
し
て
も
二

重
構
造
を
生
じ
さ
せ
な
い
範
囲
内
に
「
特
定
の
任
務
」
を
と
ど

め
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
Ｅ
Ｃ
Ｂ
は
基

本
的
に
信
用
機
関
（
銀
行
）
の
プ
ル
ー
デ
ン
シ
ャ
ル
監
督
に
お

い
て
主
要
な
役
割
を
与
え
ら
れ
て
い
な
い
。
第
一
二
七
条
六
項

は
「
特
定
の
任
務
」
を
Ｅ
Ｃ
Ｂ
に
付
与
す
る
こ
と
が
で
き
る
と

し
て
お
り
、
一
般
的
任
務
を
付
与
す
る
こ
と
は
想
定
さ
れ
て
い

な
い）（（
（

。
経
済
通
貨
同
盟
に
関
す
る
ド
ロ
ー
ル
報
告
書
に
お
い
て

も
、「［
欧
州
中
央
銀
行
］
制
度
は
、［
国
内
］
監
督
機
関
の
銀

行
監
督
政
策
の
調
整
に
参
加
す
る
」
と
い
う
役
割
に
と
ど
め
ら

れ
た）（（
（

。
Ｅ
Ｃ
Ｂ
が
独
立
性
の
下
に
実
効
的
な
金
融
政
策
を
行
っ

て
き
た
実
績
は
否
定
で
き
な
い
と
し
て
も
、
Ｓ
Ｓ
Ｍ
規
則
で
求

め
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
役
割
を
担
う
こ
と
は
、
元
来
、
想
定
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
と
言
え
る
。

　

ま
た
、
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
一
二
七
条
六
項
に
基
づ
き
制
定
さ

れ
た
先
例
と
し
て
の
「
欧
州
シ
ス
テ
ミ
ッ
ク
リ
ス
ク
理
事
会
の

機
能
に
係
る
特
定
の
任
務
を
Ｅ
Ｃ
Ｂ
に
付
与
す
る
規
則

1096/2010

）
（（
（

」（
Ｅ
Ｓ
Ｒ
Ｂ
任
務
付
与
規
則
）
も
、
同
様
の
こ
と

を
示
し
て
い
る
。
欧
州
シ
ス
テ
ミ
ッ
ク
リ
ス
ク
理
事
会
（
Ｅ
Ｓ

Ｒ
Ｂ
）
規
則1092/2010

）
（（
（

に
よ
れ
ば
、
Ｅ
Ｕ
内
の
金
融
シ
ス
テ

ム
の
マ
ク
ロ
・
プ
ル
ー
デ
ン
シ
ャ
ル
監
視
を
目
的
と
す
る
Ｅ
Ｓ

Ｒ
Ｂ
の
任
務
は
、
関
連
情
報
の
決
定
・
収
集
・
分
析
、
シ
ス
テ

ミ
ッ
ク
リ
ス
ク
の
認
定
・
優
先
順
位
化
、
警
告
の
発
出
、
リ
ス

ク
に
対
す
る
是
正
措
置
の
勧
告
な
ど
で
あ
る
。
し
か
し
、
Ｅ
Ｓ

Ｒ
Ｂ
任
務
付
与
規
則
に
よ
り
Ｅ
Ｃ
Ｂ
に
付
与
さ
れ
た
「
特
定
の

任
務
」
と
は
、
Ｅ
Ｓ
Ｒ
Ｂ
の
事
務
局
を
担
当
し
、
Ｅ
Ｓ
Ｒ
Ｂ
に

「
分
析
、
統
計
、
組
織
及
び
行
政
的
な
支
援
を
提
供
す
る
」
こ

と
で
あ
る
（
第
一
条
、
第
九
︲
第
一
一
リ
サ
イ
タ
ル
）。
こ
の
よ

う
に
、
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
一
二
七
条
六
項
を
法
的
根
拠
と
す
る

任
務
の
先
例
と
し
て
の
Ｅ
Ｓ
Ｒ
Ｂ
に
お
け
る
Ｅ
Ｃ
Ｂ
の
役
割
は

極
め
て
限
定
的
で
あ
る
。
第
一
二
七
条
六
項
を
法
的
根
拠
と
す

る
Ｓ
Ｓ
Ｍ
の
制
度
設
計
に
は
、
基
本
条
約
上
想
定
さ
れ
て
い
る
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Ｅ
Ｃ
Ｂ
の
役
割
と
の
間
に
齟
齬
が
あ
る
。

　

以
上
の
点
か
ら
、
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
一
二
七
条
六
項
を
法
的

根
拠
と
す
る
Ｓ
Ｓ
Ｍ
は
、
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
一
一
四
条
に
基
づ

く
補
助
機
関
（
た
と
え
ば
Ｅ
Ｂ
Ａ
）
に
銀
行
監
督
権
限
を
付
与

す
る
こ
と
がM

eroni

原
則
の
誤
謬
か
ら
、
Ｅ
Ｕ
法
に
そ
ぐ
わ

な
い
と
し
て
回
避
さ
れ
た
結
果
、
暫
定
的
な
解
決
策
と
し
て
捉

え
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
証
左
と
し
て
、
二
〇
一
三
年
四
月
一

二
日
ダ
ブ
リ
ン
の
Ｅ
Ｕ
財
務
相
・
中
銀
総
裁
非
公
式
会
合
に
お

い
て
銀
行
同
盟
完
成
の
た
め
に
条
約
改
正
に
取
り
組
む
用
意
が

あ
る
こ
と
、
ま
た
、
Ｓ
Ｓ
Ｍ
規
則
の
根
拠
条
文
（
Ｅ
Ｕ
機
能
条

約
第
一
二
七
条
六
項
）
が
改
正
さ
れ
る
な
ら
ば
同
規
則
の
修
正

も
行
う
こ
と
が
宣
言
さ
れ
て
い
る）（（
（

。
ま
た
、
Ｓ
Ｓ
Ｍ
規
則
前
文

に
お
い
て
も
、
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
文
書）（（
（

に
言
及
し
つ
つ
、
Ｓ
Ｓ
Ｍ

に
つ
い
て
指
摘
さ
れ
た
制
度
的
弱
点
を
克
服
す
る
た
め
に
条
約

改
正
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
想
定
さ
れ
て
い
る
改
正
点
は
、
第

一
に
非
ユ
ー
ロ
圏
諸
国
が
Ｓ
Ｓ
Ｍ
に
直
接
的
か
つ
不
可
逆
的
に

オ
プ
ト
イ
ン
す
る
こ
と
、
第
二
に
Ｅ
Ｃ
Ｂ
の
政
策
決
定
に
お
い

て
非
ユ
ー
ロ
圏
緊
密
協
力
国
に
完
全
に
対
等
な
権
利
を
付
与
す

る
こ
と
、
第
三
に
金
融
政
策
と
銀
行
監
督
に
お
け
る
政
策
決
定

の
内
部
的
分
離
を
徹
底
す
る
こ
と
、
な
ど
で
あ
る
（
Ｓ
Ｓ
Ｍ
規

則
第
八
五
リ
サ
イ
タ
ル
）。
他
方
、W

eitm
ann

ブ
ン
デ
ス
バ
ン

ク
総
裁
は
、
Ｅ
Ｃ
Ｂ
か
ら
銀
行
監
督
任
務
を
切
り
離
し
、
監
督

当
局
と
し
て
別
の
機
関
を
設
立
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
し
て

い
る）（（
（

。

　

⒉　

Ｅ
Ｓ
Ｍ
Ａ
判
決
と
補
助
機
関

　

⑴　

Ｅ
Ｓ
Ｍ
Ａ
判
決

　

Ｅ
Ｃ
Ｂ
を
中
核
と
す
る
Ｓ
Ｓ
Ｍ
は
、
先
述
し
た
理
由
に
よ
り
、

Ｅ
Ｕ
の
銀
行
監
督
に
と
っ
て
必
ず
し
も
最
適
解
で
は
な
い
こ
と

を
指
摘
し
た
。
そ
の
背
景
に
は
、M

eroni

原
則
の
誤
謬
が
存

在
す
る
。
そ
こ
で
、
以
下
で
は
Ｅ
Ｓ
Ｍ
Ａ
判
決
に
照
ら
し
て
、

Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
一
一
四
条
に
基
づ
く
補
助
機
関
に
広
範
な
裁

量
権
を
伴
う
権
限
を
付
与
す
る
こ
と
が
可
能
か
ど
う
か
（
た
と

え
ば
、
Ｅ
Ｂ
Ａ
に
中
央
集
権
的
な
銀
行
監
督
の
権
限
を
付
与
す
る

こ
と
は
Ｅ
Ｕ
法
上
可
能
で
あ
っ
た
か
否
か
）
に
つ
い
て
検
討
を
行

う
。

　

Ｅ
Ｓ
Ｍ
Ａ
事
件
（
二
〇
一
二
年
）
に
お
い
て
、「
空
売
り
及
び

一
定
側
面
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
・
デ
フ
ォ
ル
ト
・
ス
ワ
ッ
プ
に
関
す

る
規
則
」2（6/2012

）
（（
（

第
二
八
条
が
、
欧
州
証
券
・
市
場
庁

（
Ｅ
Ｓ
Ｍ
Ａ）

（（
（

）
に
対
し
て
「
金
融
市
場
の
秩
序
あ
る
機
能
及
び

全
一
性
又
は
連
合
に
お
け
る
金
融
シ
ス
テ
ム
の
全
部
若
し
く
は

一
部
の
安
定
性
に
対
す
る
脅
威
が
あ
り
、
か
つ
越
境
的
含
意
が
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存
在
す
る
」
場
合
に
加
盟
国
金
融
市
場
に
お
い
て
自
然
人
お
よ

び
法
人
に
法
的
拘
束
力
を
有
す
る
行
為
に
よ
り
介
入
す
る
一
定

の
権
限
を
付
与
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
第
一
にM

eroni

原
則
に

反
し
な
い
か
ど
う
か
、
第
二
にRom

ano

判
決
に
適
合
す
る

か
否
か
、
第
三
に
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
二
九
〇
条
お
よ
び
第
二
九

一
条
に
違
反
し
な
い
か
ど
う
か
、
第
四
に
域
内
市
場
調
和
措
置

に
関
す
る
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
一
一
四
条
が
同
規
定
の
法
的
根
拠

と
し
て
適
切
で
あ
る
か
否
か
が
争
わ
れ
た）（（
（

。

　

⑵　

Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
一
一
四
条
と
個
別
授
権
原
則

　

Ｅ
Ｓ
Ｍ
Ａ
に
対
し
広
範
な
裁
量
権
を
伴
う
一
定
の
権
限
を
付

与
す
る
規
則2（6/2012

第
二
八
条
が
、
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
一

一
四
条
に
適
合
す
る
か
ど
う
か
と
い
う
点
に
つ
き
、
司
法
裁
判

所
は
、
同
条
に
基
づ
く
立
法
措
置
が
二
つ
の
要
件
を
充
た
す
必

要
が
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。
そ
れ
は
、
第
一
に
当
該
立
法
が
加

盟
国
の
法
令
の
調
和
の
た
め
の
措
置
で
あ
る
こ
と
、
か
つ
、
第

二
に
当
該
立
法
が
域
内
市
場
の
確
立
お
よ
び
機
能
を
目
的
と
す

る
こ
と
で
あ
る）（（
（

。

　

第
一
の
要
件
に
関
し
、
Ｅ
Ｓ
Ｍ
Ａ
判
決
に
よ
れ
ば
、
Ｅ
Ｕ
機

能
条
約
の
起
草
者
は
第
一
一
四
条
の
「
接
近
の
た
め
の
措
置
」

と
い
う
文
言
に
よ
り
、
Ｅ
Ｕ
立
法
部
に
対
し
て
、
と
く
に
複
雑

な
技
術
的
特
徴
を
有
す
る
分
野
に
お
い
て
望
ま
し
い
結
果
を
達

成
す
る
た
め
の
最
も
適
切
な
調
和
手
法
に
つ
い
て
裁
量
権
を
付

与
す
る
よ
う
意
図
し
た
。
ま
た
、
Ｅ
Ｕ
立
法
部
は
「
調
和
プ
ロ

セ
ス
の
実
施
に
寄
与
す
る
こ
と
に
責
任
を
負
う
Ｅ
Ｕ
機
関
［an 
EU

 body

］
の
設
立
」
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
見
な
す

こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
第
一
一
四
条
は
Ｅ
Ｕ
立
法
部
が
採

択
す
る
措
置
の
名
宛
人
が
加
盟
国
に
限
ら
れ
る
と
は
想
定
し
て

い
な
い
。
そ
の
結
果
、
Ｅ
Ｕ
立
法
部
は
、「
追
求
さ
れ
る
調
和

の
実
施
の
た
め
の
権
限
を
［
Ｅ
Ｕ
補
助
機
関
］
に
委
任
す
る
こ

と
が
で
き
る
」。
そ
れ
は
、
と
く
に
特
殊
な
専
門
的
・
技
術
的

知
見
を
伴
う
迅
速
か
つ
適
切
な
対
応
能
力
が
必
要
と
さ
れ
る
場

合
に
当
て
は
ま
る）（（
（

。
以
上
の
点
に
照
ら
し
、
規
則2（6/2012

第
二
八
条
は
第
一
の
要
件
を
充
た
し
て
い
る
と
さ
れ
た）（（
（

。

　

次
に
第
二
の
要
件
に
関
し
、
Ｅ
Ｓ
Ｍ
Ａ
判
決
に
よ
れ
ば
、
Ｅ

Ｕ
機
能
条
約
第
一
一
四
条
は
、
域
内
市
場
の
確
立
お
よ
び
機
能

の
た
め
の
条
件
の
改
善
を
目
的
と
す
る
こ
と
が
当
該
措
置
か
ら

実
際
上
か
つ
客
観
的
に
明
ら
か
な
場
合
に
の
み
、
法
的
根
拠
と

し
て
使
用
可
能
で
あ
る
。「
空
売
り
及
び
そ
の
他
の
関
連
活
動

が
金
融
市
場
の
秩
序
あ
る
機
能
及
び
一
体
性
又
は
連
合
に
お
け

る
金
融
シ
ス
テ
ム
の
全
部
若
し
く
は
一
部
の
安
定
性
を
脅
か
す

場
合
、
越
境
的
含
意
が
存
在
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
国
内
所
轄
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機
関
が
当
該
脅
威
に
取
り
組
む
た
め
の
十
分
な
措
置
を
と
っ
て

い
な
い
と
き
」、
Ｅ
Ｓ
Ｍ
Ａ
が
措
置
を
と
る
権
限
を
有
す
る
の

は
当
然
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
規
則2（6/2012

第
二

八
条
に
規
定
さ
れ
る
権
限
の
目
的
は
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
一
一
四

条
に
適
合
す
る
こ
と
が
認
定
さ
れ
た）（（
（

。

　

以
上
の
結
果
、
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
一
一
四
条
は
規
則

2（6/2012

第
二
八
条
の
採
択
の
た
め
に
適
切
な
法
的
根
拠
を

構
成
す
る
と
結
論
さ
れ
た）（（
（

。
Ｅ
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
事
件）（（
（

で
は
、
第
一
一

四
条
に
基
づ
き
「
拘
束
力
の
な
い
支
援
的
及
び
枠
組
的
措
置
の

採
択
が
適
切
と
思
わ
れ
る
状
況
に
お
い
て
調
和
プ
ロ
セ
ス
の
実

施
に
寄
与
す
る
こ
と
に
責
任
を
負
う
」
Ｅ
Ｕ
機
関
を
設
立
す
る

こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
た
が）（（（
（

、
本
件
で
は
Ｅ
Ｓ
Ｍ
Ａ
が
「
最
後

の
手
段
と
し
て
、
か
つ
非
常
に
特
殊
な
状
況
に
お
い
て
、
必
要

な
場
合
に
は
［
金
融
］
市
場
に
お
け
る
一
定
の
参
加
者
に
向
け

ら
れ
た
決
定
の
形
式
を
と
る
措
置）（（（
（

」
を
と
る
こ
と
が
、
第
一
一

四
条
に
基
づ
き
可
能
で
あ
る
と
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
司

法
裁
判
所
は
、
法
的
拘
束
力
を
有
す
る
措
置
を
採
択
す
る
権
限

を
有
す
る
補
助
機
関
の
設
立
が
、
第
一
一
四
条
に
よ
る
調
和
措

置
に
含
ま
れ
る
こ
と
を
認
め
た
。

　

⑶　

Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
二
九
〇
、
第
二
九
一
条
と
補
助
機
関

　

Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
二
九
〇
条）（（（
（

は
、
Ｅ
Ｕ
立
法
部
が
条
件
付
き

で
当
該
立
法
の
「
一
定
の
非
本
質
的
要
素
を
補
足
し
又
は
修
正

す
る
た
め
、
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
対
し
、
一
般
的
適
用
性
を
有
す

る
非
立
法
行
為
を
採
択
す
る
権
限
を
委
任
す
る
こ
と
が
で
き

る
」
と
定
め
て
い
る
。
ま
た
、
第
二
九
一
条
二
項
は
「
連
合
の

法
的
拘
束
力
を
有
す
る
行
為
を
実
施
す
る
た
め
の
一
律
の
条
件

が
必
要
と
さ
れ
る
場
合
、
そ
れ
ら
の
行
為
は
実
施
権
限
を
コ

ミ
ッ
シ
ョ
ン
、
又
は
…
…
理
事
会
に
付
与
す
る
」
と
規
定
し
て

い
る
。
こ
の
よ
う
に
基
本
条
約
上
、
委
任
立
法
を
行
う
権
限
お

よ
び
Ｅ
Ｕ
立
法
を
実
施
す
る
権
限
を
付
与
さ
れ
て
い
る
の
は
、

原
則
と
し
て
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
（
後
者
に
つ
き
例
外
的
に
理
事
会
）

だ
け
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
Ｅ
Ｕ
立
法
部
は
そ
の
よ
う
な
権
限

を
補
助
機
関
に
直
接
委
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
否
か
が
問
題

と
さ
れ
た）（（（
（

。

　

こ
の
点
に
つ
き
、
司
法
裁
判
所
に
よ
れ
ば
、
第
一
に
Ｅ
Ｕ
立

法
に
基
づ
く
補
助
機
関
に
権
限
を
付
与
す
る
こ
と
が
で
き
る
と

す
る
明
文
規
定
は
基
本
条
約
に
存
在
し
な
い
が
、
そ
の
よ
う
な

可
能
性
が
存
在
す
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
条
文
が
い
く
つ
か
存

在
す
る）（（（
（

。
第
一
に
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
二
六
三
条
の
取
消
訴
訟
で

は
、
補
助
機
関
の
行
為
が
司
法
審
査
の
対
象
と
さ
れ
て
い
る
。
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（
ま
た
、
第
二
七
七
条
は
、
補
助
機
関
に
よ
り
採
択
さ
れ
た
「
一
般

的
適
用
性
を
有
す
る
行
為
」
に
つ
い
て
違
法
性
の
抗
弁）

（（（
（

を
援
用
で
き

る
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
。）
第
二
に
第
二
六
五
条
の
不
作
為
訴

訟
）
（（（
（

で
も
同
様
で
あ
る
。
第
三
に
第
二
六
七
条
の
先
決
付
託
手
続

に
よ
り
国
内
裁
判
所
は
補
助
機
関
の
行
為
の
効
力
お
よ
び
解
釈

に
つ
き
司
法
裁
判
所
に
先
決
判
決
を
求
め
て
付
託
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
こ
れ
ら
の
司
法
審
査
手
続
は
、
欧
州
化
学
庁
（the 

European Chem
icals A

gency: ECH
A

）、
商
標
お
よ
び
意
匠

に
関
す
る
域
内
市
場
調
和
事
務
所
（the O

ffi
ce for H

arm
oni

sation in the Internal M
arket: O

H
IM
）、
共
同
体
植
物
品
種

事
務
所
（the Com

m
unity Plant V

ariety O
ffi

ce: CPV
O

）、

欧
州
航
空
安
全
庁
（the European A

viation Safety 
A

gency: EA
SA

）
の
よ
う
に
、
特
定
分
野
に
お
い
て
自
然
人

ま
た
は
法
人
に
対
し
法
的
拘
束
力
を
有
す
る
措
置
を
採
択
す
る

権
限
を
付
与
さ
れ
た
Ｅ
Ｕ
補
助
機
関
に
適
用
さ
れ
る）（（（
（

。
ま
た
、

そ
れ
ら
の
規
定
は
、
補
助
機
関
が
Ｅ
Ｕ
立
法
の
実
施
行
為
と
し

て
、
個
別
の
行
政
的
決
定
だ
け
で
な
く
、
一
般
的
適
用
性
を
有

す
る
措
置
を
採
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
示
し
て
い
る）（（（
（

。

　

司
法
裁
判
所
は
ま
た
、
第
二
に
規
則2（6/2012

第
二
八
条

が
、「
行
動
の
専
門
的
知
見
」
を
有
し
、
Ｅ
Ｕ
内
の
金
融
安
定

と
い
う
目
標
を
追
求
す
る
う
え
で
緊
密
に
協
力
す
る
「
国
内
所

轄
機
関
及
び
Ｅ
Ｓ
Ｍ
Ａ
に
対
し
、
連
合
内
に
お
け
る
金
融
安
定

及
び
市
場
の
信
頼
を
脅
か
す
負
の
発
展
に
対
処
す
る
た
め
の
介

入
権
限
を
付
与
す
る
よ
う
意
図
さ
れ
た
一
連
の
ル
ー
ル
の
一
部

を
形
成
す
る
」
も
の
と
認
識
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
を
指

摘
す
る）（（（
（

。

　

以
上
の
点
か
ら
、
規
則2（6/2012

第
二
八
条
は
他
の
関
連

規
定
と
併
せ
て
解
釈
さ
れ
る
な
ら
ば
、
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
二
九

〇
条
お
よ
び
第
二
九
一
条
に
定
め
ら
れ
た
権
限
委
任
を
規
律
す

る
ル
ー
ル
を
損
な
う
も
の
と
は
み
な
さ
れ
な
い
と
さ
れ
た）（（（
（

。

　

な
お
、
こ
の
よ
う
な
司
法
裁
判
所
の
判
断
に
対
し
、
Ｅ
Ｕ
機

能
条
約
第
二
九
一
条
一
項
に
よ
り
Ｅ
Ｕ
法
は
原
則
と
し
て
加
盟

国
に
よ
り
実
施
さ
れ
る
点
に
着
目
し
て
、
Ｅ
Ｕ
立
法
部
が
Ｅ
Ｕ

機
能
条
約
第
一
一
四
条
に
基
づ
き
補
助
機
関
を
設
立
し
て
そ
れ

に
権
限
を
委
任
す
る
こ
と
を
、
加
盟
国
の
実
施
権
限
の
調
和
と

捉
え）（（（
（

、
そ
の
よ
う
に
し
て
立
法
部
が
補
助
機
関
に
Ｅ
Ｕ
立
法
の

実
施
権
限
を
直
接
付
与
す
る
こ
と
は
妨
げ
ら
れ
な
い
と
考
え
る

学
説
が
存
在
す
る）（（（
（

。
こ
の
立
場
に
よ
れ
ば
、
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第

一
九
七
条
が
加
盟
国
間
の
行
政
協
力
に
関
し
て
各
国
法
令
の
調

和
を
排
除
し
て
い
る
点
に
つ
い
て
は
、「
加
盟
国
間
の
…
…
行

政
協
力
を
規
定
す
る
両
条
約）（（（
（

の
他
の
規
定
を
損
な
う
も
の
で
は

な
い
」
と
い
う
点
が
適
用
さ
れ
る
結
果
、
第
一
一
四
条
に
よ
る
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加
盟
国
の
実
施
権
限
の
調
和
は
可
能
で
あ
る
と
解
釈
さ
れ
る）（（（
（

。

　

⑷　
R
om
ano

判
決
と
補
助
機
関

　

前
掲Rom

ano

判
決
に
よ
れ
ば
、（
立
法
部
と
し
て
の
）
理
事

会
に
よ
り
設
置
さ
れ
た
機
関
（
行
政
的
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
）
が

「
規
範
的
な
性
格
を
有
す
る
行
為
」
を
採
択
す
る
権
限
を
授
権

さ
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い）（（（
（

。
一
方
、
規
則2（6/2012

第
二
八

条
に
よ
り
、
Ｅ
Ｓ
Ｍ
Ａ
は
厳
密
に
範
囲
が
画
定
さ
れ
た
状
況
に

お
い
て
一
般
的
適
用
性
を
有
す
る
措
置
を
採
択
す
る
権
限
（
一

定
の
自
然
人
ま
た
は
法
人
に
影
響
を
及
ぼ
す
措
置
も
含
ま
れ
る
）

を
付
与
さ
れ
て
い
る）（（（
（

。
こ
の
点
が
、Rom
ano

判
決
に
反
す
る

か
否
か
に
つ
い
て
、
司
法
裁
判
所
は
、
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
に
よ
り

確
立
さ
れ
た
制
度
的
枠
組
み
、
と
く
に
第
二
六
三
条
（
取
消
訴

訟
）
一
段
お
よ
び
第
二
七
七
条
（
違
法
性
の
抗
弁
）
に
よ
り
、

補
助
機
関
が
一
般
的
適
用
性
を
有
す
る
措
置
を
採
択
す
る
こ
と

が
明
示
的
に
認
め
ら
れ
て
い
る
点
に
言
及
し
て
、
規
則

2（6/2012

第
二
八
条
がRom

ano

判
決
に
反
し
な
い
と
結
論

し
た）（（（
（

。

　

⑸　

M
eroni

原
則
の
「
更
新
」
と
補
助
機
関

　

司
法
裁
判
所
は
、
ま
ず
、M

eroni

原
則
の
要
点
を
次
の
よ

う
に
指
摘
す
る
。

　
「
権
限
の
委
任
よ
り
生
じ
る
帰
結
は
、
権
限
委
任
が
明
確
に

定
め
ら
れ
た
執
行
権
限
を
含
み
、
そ
の
行
使
が
そ
れ
ゆ
え
委
任

を
行
う
機
関
に
よ
り
決
定
さ
れ
た
客
観
的
基
準
に
照
ら
し
て
厳

格
な
審
査
に
服
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
か
、
ま
た
は
、

権
限
委
任
が
「
広
範
な
裁
量
の
余
地
を
含
意
す
る
裁
量
権
」
を

伴
い
、「
そ
の
使
用
に
よ
り
実
際
の
経
済
政
策
の
執
行
を
可
能

と
す
る
」
も
の
で
あ
る
か
に
応
じ
て
、
非
常
に
異
な
る）（（（
（

。」

　

次
い
で
司
法
裁
判
所
は
、M

eroni

事
件
に
お
け
る
機
関
が

私
法
に
よ
り
規
律
さ
れ
る
団
体
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
Ｅ
Ｓ
Ｍ

Ａ
が
Ｅ
Ｕ
立
法
部
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
Ｅ
Ｕ
法
上
の
存
在
で
あ

る
こ
と
、
ま
た
、
前
者
に
お
い
て
委
任
さ
れ
た
権
限
が
「
広
範

な
裁
量
権
を
含
意
す
る
一
定
程
度
の
行
動
の
自
由
」
を
伴
っ
た

の
に
対
し
、
規
則2（6/2012

第
二
八
条
に
基
づ
く
Ｅ
Ｓ
Ｍ
Ａ

の
権
限
行
使
が
そ
の
裁
量
権
を
制
限
す
る
様
々
な
条
件
お
よ
び

基
準
に
よ
り
範
囲
を
画
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
言
及
し
、
両
者

を
区
別
し
て
い
る）（（（
（

。

　

そ
の
う
え
で
、
Ｅ
Ｓ
Ｍ
Ａ
の
関
連
規
定
に
照
ら
し
た
検
討
が

加
え
ら
れ
た
後）（（（
（

、
第
二
八
条
に
基
づ
く
Ｅ
Ｓ
Ｍ
Ａ
の
権
限
が
明

確
に
画
定
さ
れ
、
か
つ
、
権
限
委
任
を
行
う
機
関
に
よ
り
定
め

さ
れ
た
目
的
に
照
ら
し
て
司
法
審
査
に
服
す
る
こ
と
か
ら
、
Ｅ
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Ｓ
Ｍ
Ａ
の
権
限
がM

eroni

原
則
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
と

判
示
し
て
い
る）（（（
（

。

　

本
判
決
に
よ
り
、M

eroni

原
則
は
修
正
な
い
し
「
更
新
」

さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る）（（（
（

。
す
な
わ
ち
、
第
一
に
当
該
機
関
が

「
Ｅ
Ｕ
立
法
部
に
よ
り
創
設
さ
れ
た
、
欧
州
連
合
の
組
織
体
（a 

European U
nion entity

）」
で
あ
り
、
か
つ
、
第
二
に
委
任
さ

れ
た
権
限
の
行
使
が
「
裁
量
権
を
制
限
す
る
様
々
な
条
件
及
び

基
準
に
よ
り
範
囲
を
画
定
さ
れ
て
い
る
」
な
ら
ば）（（（
（

、
コ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
以
外
の
補
助
機
関
に
対
し
て
一
定
の
広
範
な
裁
量
権
を

付
与
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る）（（（
（

。
す
で
に
述
べ
た
と
お
り
、
そ

の
よ
う
な
権
限
は
個
別
の
決
定
だ
け
で
な
く
、
一
般
的
適
用
性

を
有
す
る
措
置
を
含
む）（（（
（

。

　

⑹　

小
括

　

Ｅ
Ｓ
Ｍ
Ａ
判
決
は
、
現
行
基
本
条
約
の
下
で
、
コ
ミ
ッ
シ
ョ

ン
以
外
の
Ｅ
Ｕ
補
助
機
関
が
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
一
一
四
条
に
基

づ
く
調
和
立
法
措
置
に
よ
り
設
立
さ
れ
、
か
つ
、
明
確
に
画
定

さ
れ
た
範
囲
で
あ
る
な
ら
ば
広
範
な
裁
量
権
を
有
す
る
権
限
を

付
与
さ
れ
る
こ
と
は
、（
現
行
基
本
条
約
の
下
で
修
正
な
い
し

「
更
新
」
さ
れ
た
）M

eroni

原
則
に
反
し
な
い
こ
と
を
明
ら
か

に
し
た
。
司
法
裁
判
所
の
解
釈
は
、
Ｅ
Ｕ
立
法
に
基
づ
き
設
立

さ
れ
る
補
助
機
関
へ
の
権
限
委
任
の
範
囲
を
、
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

（
お
よ
び
理
事
会
）
に
よ
り
従
来
解
釈
さ
れ
て
き
たM

eroni

原

則
よ
り
も
広
範
な
も
の
と
し
て
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
Ｅ
Ｕ

立
法
に
よ
る
補
助
機
関
へ
の
権
限
委
任
は
、
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第

二
九
〇
条
に
基
づ
く
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
委
任
立
法
に
お
け
る
条

件
、
お
よ
び
、
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
二
九
一
条
二
項
に
基
づ
く
コ

ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
実
施
権
限
に
対
す
る
コ
ミ
ト
ロ
ジ
ー
制
度
（
加

盟
国
に
よ
る
監
視
手
続
）
に
は
服
さ
な
い
。
た
だ
し
、M

eroni

原
則
に
加
え
、（
内
容
的
に
重
複
す
る
が
）
司
法
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、

機
関
間
均
衡
、
お
よ
び
当
該
Ｅ
Ｕ
立
法
が
課
す
条
件
に
服
す
る

こ
と
は
要
求
さ
れ
る
（
図
表
９
参
照
）。

　

３
．
単
一
破
綻
処
理
機
構
（
Ｓ
Ｒ
Ｍ
）
の
制
度
設
計

　

⑴　

Ｅ
Ｓ
Ｍ
Ａ
判
決
と
欧
州
銀
行
同
盟

　

Ｅ
Ｓ
Ｍ
Ａ
判
決
を
欧
州
銀
行
同
盟
に
当
て
は
め
る
な
ら
ば
、

次
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。第
一
に
、金
融
市
場
の
秩

序
あ
る
機
能
お
よ
び
一
体
性
ま
た
は
Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
金
融
シ
ス

テ
ム
の
安
定
性
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
措
置
は
、と

く
に
加
盟
国
間
の
整
合
性
が
重
要
で
あ
り
、
加
盟
国
に
よ
る
異

な
る
措
置
の
適
用
が
続
く
な
ら
ば
域
内
市
場
に
対
す
る
障
壁
を

創
り
出
す
可
能
性
が
あ
る
場
合
、
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
一
一
四
条
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に
基
づ
く
域
内
市
場
の
機
能
に
資
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る）（（（
（

。

　

第
二
に
、「
複
雑
な
技
術
的
特
徴）（（（
（

」
を
伴
い
、「
高
度
に
技
術

的
か
つ
専
門
的
な
分
析）（（（
（

」
を
必
要
と
す
る
分
野
で
は
、
Ｅ
Ｕ
機

能
条
約
第
一
一
四
条
は
、
補
助
機
関
を
設
立
す
る
だ
け
で
な
く
、

補
助
機
関
に
対
し
て
裁
量
の
余
地
を
伴
う
必
要
な
実
施
権
限
を

付
与
す
る
た
め
の
法
的
根
拠
と
し
て
も
援
用
可
能
で
あ
る）（（（
（

。
第

三
に
、
第
一
一
四
条
に
基
づ
き
設
立
さ
れ
た
補
助
機
関
に
対
し
、

個
別
の
決
定
を
行
う
だ
け
で
な
く
、
一
般
的
適
用
性
を
有
す
る

措
置
を
採
択
す
る
権
限
を
付
与
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る）（（（
（

。
第

四
に
、
第
一
一
四
条
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
補
助
機
関
に
対
し
、

明
確
に
範
囲
が
画
定
さ
れ
て
い
る
な
ら
ば
、
広
範
な
裁
量
権
を

付
与
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、M

eroni

原
則
に
反
し
な
い
。

　

以
上
の
四
点
に
適
合
す
る
な
ら
ば
、
第
一
一
四
条
を
法
的
根

拠
と
し
て
Ｅ
Ｕ
レ
ベ
ル
の
銀
行
破
綻
処
理
の
た
め
の
補
助
機
関

を
設
立
し
、
そ
の
た
め
の
権
限
を
付
与
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ

る
。

　

⑵　

単
一
破
綻
処
理
機
構
（
Ｓ
Ｒ
Ｍ
）
の
目
的
と
性
格

　
「
単
一
破
綻
処
理
機
構
及
び
単
一
銀
行
破
綻
処
理
基
金
の
枠

組
に
お
け
る
信
用
機
関
及
び
一
定
の
投
資
会
社
の
破
綻
処
理
の

た
め
の
統
一
規
則
及
び
統
一
手
続
を
定
め
る
欧
州
議
会
・
理
事

EU立法部
EU機能条約
第 114 条
調和立法

補助機関設立
広範な裁量権

機関間均衡
司法的コントロール

立法によるコントロール

Meroni 原則
（更新）

（筆者作成）

図表9　ESMA判決と補助機関
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会
指
令
案）（（（
（

」（
Ｓ
Ｒ
Ｍ
規
則
案
）
が
、
二
〇
一
三
年
七
月
一
〇
日

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
よ
り
提
案
さ
れ
た）（（（
（

。
そ
れ
に
基
づ
き
、
理
事

会
と
欧
州
議
会
が
合
意
し
た
修
正
案
が
二
〇
一
四
年
四
月
一
五

日
欧
州
議
会
本
会
議
に
お
い
て
可
決
さ
れ
た
（
以
下
、
Ｓ
Ｒ
Ｍ

規
則）

（（（
（

）。
Ｓ
Ｒ
Ｍ
規
則
は
、
二
〇
一
六
年
一
月
一
日
よ
り
適
用

さ
れ
る
（
第
八
八
条
二
項
）。

　

Ｓ
Ｒ
Ｍ
規
則
の
前
文
第
一
段
に
は
、
同
規
則
の
法
的
根
拠
が

Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
一
一
四
条
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、「
異
な
る
加
盟
国
間
の
国
内
破
綻
処
理
ル
ー
ル
及
び
そ

れ
に
対
応
す
る
行
政
的
実
行
に
お
け
る
相
違
並
び
に
銀
行
同
盟

に
お
け
る
破
綻
処
理
の
た
め
の
統
一
的
な
政
策
決
定
過
程
の
欠

如
は
、
銀
行
破
綻
の
結
果
の
見
込
み
に
関
す
る
予
測
可
能
性
を

確
保
し
な
い
た
め
、
こ
の
点
の
信
頼
欠
如
及
び
市
場
の
不
安
定

の
一
因
と
な
る
」（
第
二
リ
サ
イ
タ
ル
）
と
し
て
、「
域
内
市
場

が
分
断
さ
れ
る
」（
第
五
リ
サ
イ
タ
ル
）
の
を
防
ぐ
た
め
、
Ｓ
Ｒ

Ｍ
規
則
に
よ
り
単
一
破
綻
処
理
機
構
（the Single Resolution 

M
echanism

: SRM

）
を
導
入
す
る
こ
と
が
正
当
化
さ
れ
て
い

る
（
第
七
リ
サ
イ
タ
ル
）。

　

ま
た
、「
域
内
市
場
に
お
け
る
銀
行
シ
ス
テ
ム
は
高
度
に
相

互
連
結
さ
れ
、
銀
行
グ
ル
ー
プ
は
国
際
的
で
あ
り
、
ま
た
、
銀

行
は
高
い
割
合
の
対
外
資
産
を
保
有
す
る
」
結
果
、「
単
一
破

綻
処
理
機
構
が
な
け
れ
ば
、
単
一
銀
行
監
督
機
構
（
Ｓ
Ｓ
Ｍ
）

に
参
加
す
る
加
盟
国
に
お
け
る
銀
行
危
機
は
非
参
加
国
に
も
一

層
強
い
負
の
シ
ス
テ
ミ
ッ
ク
な
影
響
を
有
す
る
」（
第
七
リ
サ

イ
タ
ル
）
ゆ
え
に
、
Ｓ
Ｒ
Ｍ
が
「
複
雑
な
技
術
的
特
徴）（（（
（

」
を
伴

う
「
域
内
市
場
全
体
の
機
能
を
促
進
す
る
」（
第
七
リ
サ
イ
タ

ル
）
た
め
に
破
綻
処
理
を
行
う
こ
と
に
は
、「
高
度
に
技
術
的

か
つ
専
門
的
な
分
析）（（（
（

」
が
必
要
と
さ
れ
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　

⑶　

単
一
破
綻
処
理
委
員
会

　

Ｓ
Ｒ
Ｍ
は
、
単
一
破
綻
処
理
委
員
会
、
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
、
理

事
会
お
よ
び
Ｓ
Ｓ
Ｍ
参
加
国
（
ユ
ー
ロ
圏
参
加
国
お
よ
び
非
ユ
ー

ロ
圏
緊
密
協
力
国
）
の
国
内
破
綻
処
理
当
局
で
構
成
さ
れ
、
政

府
間
協
定
に
基
づ
く
単
一
銀
行
破
綻
処
理
基
金
に
よ
り
支
援
を

受
け
る
（
Ｓ
Ｒ
Ｍ
規
則
第
一
条
）。
そ
の
中
核
に
あ
る
の
が
、
単

一
破
綻
処
理
委
員
会
（a Single Resolution Board

）
で
あ
る
。

そ
れ
自
体
が
Ｅ
Ｕ
補
助
機
関
（a European U

nion agency

）

で
あ
り
、
法
人
格
を
有
す
る
（
第
三
八
条
一
項
）。
単
一
破
綻
処

理
委
員
会
の
所
在
地
は
、
ベ
ル
ギ
ー
の
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
で
あ
る

（
第
四
四
条
）。
同
委
員
会
は
議
長
（the Chair

）
に
よ
り
代
表

さ
れ
る
（
第
三
八
条
三
項
）。
単
一
破
綻
処
理
委
員
会
は
、
一
定

範
囲
の
銀
行
等
の
た
め
の
破
綻
処
理
計
画
を
作
成
し
、
採
択
す
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る
（
第
六
ａ
、
第
七
条
）。

　

単
一
破
綻
処
理
委
員
会
の
構
成
員
（
お
よ
び
任
期
）
は
次
の

と
お
り
で
あ
る
（
第
三
九
条
一
項
、
第
五
二
条
四
ａ
項
）。

　

イ　

議
長
（
任
期
五
年
、
再
任
な
し
）

　

ロ　

四
人
の
委
員
（
同
右
）

　

ハ　

各
参
加
加
盟
国
に
よ
り
任
命
さ
れ
、
国
内
破
綻
処
理
当

局
を
代
表
す
る
者

　

な
お
、
副
議
長
は
議
長
を
補
佐
し
、
議
長
が
不
在
の
場
合
に

代
理
を
務
め
る
（
第
五
二
条
三
項
）。
議
長
、
副
議
長
お
よ
び
四

人
の
委
員
は
、
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
提
案
し
、
欧
州
議
会
が
承
認

し
た
後
、
理
事
会
が
任
命
す
る
（
第
五
二
条
五
項
）。
ま
た
、
Ｅ

Ｃ
Ｂ
お
よ
び
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
代
表
が
常
任
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と

し
て
参
加
す
る
（
第
三
九
条
一
ｂ
項
）。

　

単
一
破
綻
処
理
委
員
会
の
管
理
運
営
は
、
総
会
、
執
行
部
会
、

議
長
お
よ
び
事
務
局
に
よ
り
行
わ
れ
る
（
第
三
九
条
三
項
）。
総

会
（a plenary session of the Board

）
は
、
単
一
破
綻
処
理

委
員
会
の
す
べ
て
の
構
成
員
が
参
加
し
（
第
四
五
条
）、
委
員

会
の
管
理
運
営
全
体
に
関
わ
る
決
定
を
行
う
（
第
四
六
条
）。

意
思
決
定
は
構
成
員
の
単
純
多
数
決
が
原
則
で
あ
る
（
第
四
八

条
一
項
）。

　

執
行
部
会
（an executive session of the Board

）
は
、
議

長
お
よ
び
四
人
の
委
員
で
構
成
さ
れ
る
が
、
審
議
対
象
と
な
る

銀
行
等
に
応
じ
て
そ
れ
が
所
在
す
る
加
盟
国
の
国
内
破
綻
処
理

当
局
の
代
表
が
執
行
部
会
に
参
加
す
る
（
第
四
九
条
）。
執
行

部
会
は
総
会
の
準
備
を
行
う
と
と
も
に
、
一
定
の
例
外
事
項
を

除
き
Ｓ
Ｒ
Ｍ
規
則
を
実
施
す
る
た
め
の
決
定
を
行
う
（
第
五
〇

条
）。
意
思
決
定
は
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
達
成
さ
れ
な
い
場
合
に

は
単
純
多
数
決
に
よ
る
（
第
五
一
条
）。

　

単
一
破
綻
処
理
委
員
会
（
全
体
と
し
て
か
つ
各
構
成
員
と
し

て
）
お
よ
び
国
内
破
綻
処
理
当
局
は
独
立
し
て
一
般
的
利
益
の

た
め
に
行
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
第
四
三
条
）。
他
方
、

単
一
破
綻
処
理
委
員
会
は
、
Ｓ
Ｒ
Ｍ
規
則
の
実
施
に
つ
い
て
欧

州
議
会
、
理
事
会
お
よ
び
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
説
明
責
任
を
負
う

（
第
四
一
条
）。
ま
た
、
単
一
破
綻
処
理
委
員
会
は
、
Ｓ
Ｒ
Ｍ
参

加
国
の
国
内
議
会
に
対
し
て
も
一
定
の
説
明
責
任
を
負
う
（
第

四
二
条
）。

　

⑷　

破
綻
処
理
手
続

　

破
綻
処
理
手
続
は
、
破
綻
処
理
が
対
象
と
な
る
銀
行
等
の
株

主
が
ま
ず
最
初
に
、
次
い
で
債
権
者
が
、
損
失
を
負
担
す
る
と

い
う
一
般
原
則
の
下
に
（
第
一
三
条
一
項
）、
次
の
よ
う
な
手
順

で
発
動
さ
れ
る）（（（
（

。
破
綻
処
理
が
発
動
さ
れ
る
の
は
、
①
銀
行
が
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破
綻
し
つ
つ
あ
る
か
、
ま
た
は
破
綻
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
、

②
民
間
部
門
に
よ
る
代
替
的
な
解
決
策
が
存
在
し
な
い
こ
と
、

③
破
綻
処
理
行
動
が
公
益
の
た
め
に
必
要
で
あ
る
こ
と
、
と
い

う
三
つ
の
条
件
が
充
た
さ
れ
る
場
合
で
あ
る
（
第
一
六
条
一
、

三
、
四
項
）。

　

第
一
に
、
Ｅ
Ｃ
Ｂ
は
単
一
破
綻
処
理
委
員
会
と
協
議
し
た
後
、

条
件
①
が
充
た
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
決
定
し
、
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

お
よ
び
委
員
会
に
通
知
す
る
。
委
員
会
執
行
部
会
は
、
自
ら
そ

の
決
定
を
行
う
意
図
を
通
知
し
て
か
ら
三
日
以
内
に
Ｅ
Ｃ
Ｂ
が

決
定
を
行
わ
な
い
場
合
、
当
該
決
定
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

（
第
一
六
条
一
項
）。

　

第
二
に
、
執
行
部
会
は
Ｅ
Ｃ
Ｂ
と
緊
密
に
協
力
し
て
、
条
件

②
が
充
た
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
決
定
す
る
。
Ｅ
Ｃ
Ｂ
も
ま
た
、

条
件
②
が
充
た
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
執
行
部
会
に
通
知
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

　

第
三
に
、
執
行
部
会
は
条
件
③
が
充
た
さ
れ
て
い
る
と
評
価

す
る
場
合
、
破
綻
処
理
計
画
を
採
択
し
、
採
択
後
す
ぐ
に
コ

ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
送
付
す
る
（
第
一
六
条
五
、
六
項
）。

　

第
四
に
、
イ
送
付
か
ら
二
四
時
間
以
内
に
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、

次
の
ロ
に
当
た
ら
な
い
事
案
に
お
け
る
破
綻
処
理
計
画
の
裁
量

的
側
面
に
関
し
、
同
計
画
を
承
認
す
る
か
ま
た
は
そ
れ
に
反
対

す
る
。
ま
た
、
ロ
送
付
か
ら
一
二
時
間
以
内
に
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

は
理
事
会
に
対
し
、
条
件
③
を
充
た
し
て
い
な
い
ゆ
え
に
破
綻

処
理
計
画
に
反
対
す
る
こ
と
、
ま
た
は
、
破
綻
処
理
計
画
に
規

定
さ
れ
る
単
一
破
綻
処
理
基
金
の
金
額
の
実
質
的
な
修
正
を
承

認
す
る
か
ま
た
は
そ
れ
に
反
対
す
る
こ
と
、
を
提
案
す
る
こ
と

が
で
き
る
（
第
一
六
条
六
項
）。
理
事
会
が
条
件
③
を
充
た
し
て

い
な
い
と
い
う
理
由
で
破
綻
処
理
計
画
に
反
対
す
る
場
合
、
当

該
銀
行
等
は
適
用
可
能
な
国
内
法
に
従
っ
て
秩
序
立
っ
て
清
算

さ
れ
る
（
第
一
六
条
七
項
）。

　

第
五
に
、
ハ
破
綻
処
理
計
画
は
、
送
付
後
二
四
時
間
以
内
に

理
事
会
ま
た
は
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
反
対
を
表
明
し
な
い
限
り
、

効
力
を
発
生
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
第
一
六
条
六
項
）。
ま
た
、

ニ
第
四
の
イ
に
お
け
る
反
対
の
場
合
に
は
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
よ

り
表
明
さ
れ
る
理
由
に
従
っ
て
、
ま
た
は
、
第
四
の
ロ
に
お
け

る
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
提
案
に
よ
る
金
額
修
正
を
承
認
す
る
場
合
に

は
理
事
会
に
よ
り
表
明
さ
れ
る
理
由
に
従
っ
て
、
単
一
破
綻
処

理
委
員
会
は
八
時
間
以
内
に
破
綻
処
理
計
画
を
修
正
す
る
（
第

一
六
条
六
項
）。
以
上
の
手
続
の
流
れ
に
つ
い
て
、
図
表
10
を

参
照
さ
れ
た
い
。

　

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
お
よ
び
理
事
会
が
破
綻
処
理
手
続
に
関
与
す

る
理
由
に
つ
い
て
、
Ｓ
Ｒ
Ｍ
規
則
第
一
五
ａ
リ
サ
イ
タ
ル
に
は



122

法学研究 87 巻 6 号（2014：6）

次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
「
連
合
の
諸
機
関
（institutions

）
の
み
が
連

合
の
破
綻
処
理
政
策
を
確
立
す
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
、
ま
た
、
各
々
特
定
の
破
綻
処
理
計
画

の
採
択
に
お
い
て
裁
量
の
余
地
が
残
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
考
慮
し
、
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
二
九
一

条
に
従
い
、
実
施
権
限
を
行
使
す
る
こ
と
が
で

き
る
諸
機
関
と
し
て
の
理
事
会
及
び
コ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
の
十
分
な
関
与
を
規
定
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。［
単
一
破
綻
処
理
委
員
会
］
に
よ

り
な
さ
れ
る
破
綻
処
理
決
定
の
裁
量
的
側
面
の

評
価
は
、
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
よ
り
行
使
さ
れ
る

べ
き
で
あ
る
。
加
盟
国
の
財
政
主
権
に
加
え
、

加
盟
国
及
び
連
合
そ
れ
自
体
の
金
融
安
定
に
対

す
る
破
綻
処
理
決
定
の
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
考

慮
に
入
れ
、
理
事
会
が
破
綻
処
理
に
関
す
る
一

定
の
決
定
を
行
う
実
施
権
限
を
付
与
さ
れ
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
理
事
会
が
、

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
か
ら
の
提
案
に
基
づ
き
、
公
益

の
存
在
に
関
す
る
［
単
一
破
綻
処
理
委
員
会
］

に
よ
る
評
価
に
対
し
実
効
的
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

破綻処理計画
効力発生

修正
8時間以内

国内法による
破綻処理

銀行破綻の認定

ECBまたは単一破綻処理委員会

民間部門による解決策なしの認定

単一破綻処理委員会

公益の認定

単一破綻処理委員会

破綻処理計画の採択

単一破綻処理委員会

理事会またはコミッション
24 時間以内

反対なし 反対あり

図表10　単一破綻処理機構における破綻処理手続

（筆者作成）
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を
行
使
し
、
ま
た
、
特
定
の
破
綻
処
理
行
動
で
使
用
さ
れ
る
べ

き
［
単
一
破
綻
処
理
基
金
］
の
金
額
の
実
質
的
修
正
を
評
価
す

べ
き
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、［
単
一
破
綻
処

理
委
員
会
］
が
そ
の
様
々
な
権
限
を
行
使
す
る
際
に
考
慮
に
入

れ
る
べ
き
追
加
の
基
準
又
は
条
件
を
特
定
す
る
委
任
行
為
を
採

択
す
る
権
限
を
付
与
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
…
…
」

　

ま
た
、
Ｓ
Ｒ
Ｍ
規
則
第
一
六
リ
サ
イ
タ
ル
で
は
次
の
よ
う
に

述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
「
…
…
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
及
び
理
事
会
の
双
方
が
関
与
す
る
破

綻
処
理
計
画
の
採
択
関
連
手
続
は
、
司
法
裁
判
所
に
よ
り
解
釈

さ
れ
る
［
補
助
機
関
］
へ
の
権
限
委
任
原
則
を
尊
重
す
る
一
方

で
、［
単
一
破
綻
処
理
委
員
会
］
に
必
要
な
運
用
上
の
独
立
性

を
強
化
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
本
規
則
は
、［
単
一
破
綻
処
理
委

員
会
］
に
よ
り
採
択
さ
れ
る
破
綻
処
理
計
画
が
、
委
員
会
に
よ

る
採
択
の
二
四
時
間
以
内
に
理
事
会
若
し
く
は
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

か
ら
の
反
対
が
な
い
か
又
は
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
よ
り
承
認
さ
れ

る
場
合
に
限
り
、
効
力
を
発
生
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
規
定
す

る
。
理
事
会
が
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
よ
る
提
案
に
基
づ
き
、［
単

一
破
綻
処
理
委
員
会
］
の
破
綻
処
理
計
画
に
反
対
す
る
こ
と
が

で
き
る
理
由
は
、
公
益
の
存
在
及
び
委
員
会
に
よ
り
提
案
さ
れ

る
［
単
一
破
綻
処
理
基
金
］
の
使
用
金
額
に
関
す
る
コ
ミ
ッ

シ
ョ
ン
に
よ
る
実
質
的
な
修
正
に
厳
格
に
限
定
さ
れ
る
べ
き
で

あ
る
。」

　

こ
の
よ
う
に
、
Ｅ
Ｕ
立
法
部
は
「
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
二
九
一

条
に
従
い
、
実
施
権
限
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
諸
機
関
と

し
て
の
理
事
会
及
び
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
十
分
な
関
与
」
が
必
要

で
あ
る
と
判
断
し
た
結
果
、
破
綻
処
理
の
決
定
に
関
す
る
裁
量

的
側
面
に
は
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
関
与
し
、
ま
た
、
公
益
の
存
在

の
認
定
お
よ
び
政
府
間
協
定
に
基
づ
く
単
一
破
綻
処
理
基
金
の

使
用
金
額
の
実
質
的
な
修
正
が
関
わ
る
場
合
に
は
理
事
会
が
介

入
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
単
一
破
綻
処

理
委
員
会
の
破
綻
処
理
計
画
は
、
理
事
会
ま
た
は
コ
ミ
ッ
シ
ョ

ン
が
二
四
時
間
以
内
に
反
対
し
な
い
場
合
に
効
力
を
発
生
す
る

も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
、
Ｅ
Ｕ
立
法
部
の
裁
量
の
範

囲
内
に
あ
る
事
項
で
あ
り
、
そ
れ
自
体
と
し
て
基
本
条
約
に
反

す
る
わ
け
で
は
な
い
。
と
く
に
単
一
破
綻
処
理
基
金
に
つ
い
て

は
、
政
府
間
協
定
に
基
づ
く
た
め
、
理
事
会
が
介
入
す
る
こ
と

は
正
当
化
さ
れ
る
。
し
か
し
、
Ｅ
Ｓ
Ｍ
Ａ
判
決
に
お
い
て
示
さ

れ
た
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
一
一
四
条
の
解
釈
お
よ
びM

eroni

原

則
に
照
ら
す
な
ら
ば
、
理
事
会
お
よ
び
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
関
与

し
な
い
で
単
一
破
綻
処
理
委
員
会
が
（
明
確
に
範
囲
を
画
定
さ

れ
た
）
広
範
な
裁
量
権
を
付
与
さ
れ
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
と
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考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。

　

結　

語

　

本
稿
に
お
け
る
考
察
に
よ
り
（
不
十
分
な
が
ら
）
得
ら
れ
た

結
論
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

第
一
にM

eroni

原
則
の
誤
謬
ま
た
は
「
言
い
訳
」
に
よ
り
、

こ
れ
ま
で
補
助
機
関
へ
の
権
限
委
任
は
制
限
さ
れ
て
き
た
。
そ

の
一
方
で
、
基
本
条
約
改
正
に
よ
る
Ｅ
Ｕ
の
権
限
拡
大
や
Ｅ
Ｕ

立
法
の
増
大
に
よ
り
、
専
門
的･

技
術
的
知
見
を
有
す
る
補
助

機
関
に
対
す
る
需
要
も
広
が
っ
た
。
そ
の
た
め
、
Ｅ
Ｕ
機
能
条

約
第
二
九
一
条
に
基
づ
く
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
実
施
権
限
を
前
提

に
し
つ
つ
、
第
一
一
四
条
に
基
づ
く
調
和
立
法
措
置
と
し
て
設

立
さ
れ
る
補
助
機
関
に
対
し
、
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
拒
否
権
や
最

終
決
定
権
を
留
保
す
る
形
で
、
権
限
委
任
を
行
う
こ
と
が
事
実

上
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
程
度

の
権
限
委
任
で
は
Ｅ
Ｂ
Ａ
が
実
効
的
な
銀
行
監
督
を
行
う
こ
と

は
不
可
能
で
あ
っ
た
た
め
、
結
局
、
単
一
銀
行
監
督
機
構
（
Ｓ

Ｓ
Ｍ
）
の
下
で
Ｅ
Ｃ
Ｂ
が
銀
行
監
督
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
選
択
肢
は
、
基
本
条
約
上
不
可
能
で
は
な
か
っ
た
が
、

ユ
ー
ロ
圏
を
想
定
し
た
第
一
二
七
条
六
項
が
根
拠
規
定
と
し
て

拡
張
的
に
解
釈
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
れ
は
銀
行
監
督
を
Ｓ
Ｓ
Ｍ
参
加
国
（
Ｅ
Ｃ
Ｂ
の
監

督
に
服
す
る
）
と
非
参
加
国
（
母
国
監
督
主
義
に
基
づ
く
）
に
分

断
す
る
も
の
で
あ
り
、
単
一
の
域
内
市
場
の
論
理
に
反
す
る
も

の
と
見
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、
Ｓ
Ｓ
Ｍ
に
参
加
す
る

非
ユ
ー
ロ
圏
諸
国
は
ユ
ー
ロ
圏
諸
国
に
比
べ
て
Ｅ
Ｃ
Ｂ
の
意
思

決
定
に
お
い
て
不
利
な
地
位
に
置
か
れ
て
い
る
た
め
、
平
等
原

則
に
悖
る
も
の
と
も
言
え
る
。
Ｅ
Ｃ
Ｂ
に
よ
る
銀
行
監
督
は
、

Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
一
一
四
条
に
基
づ
く
補
助
機
関
（
た
と
え
ば

Ｅ
Ｂ
Ａ
）
へ
の
銀
行
監
督
権
限
の
付
与
をM

eroni

原
則
の
誤

謬
か
ら
忌
避
し
た
結
果
導
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味

で
暫
定
的
な
解
決
策
と
し
て
捉
え
る
べ
き
で
あ
る
。

　

第
二
に
司
法
裁
判
所
の
Ｅ
Ｓ
Ｍ
Ａ
判
決
は
、M

eroni

原
則

の
誤
謬
を
正
す
も
の
と
な
っ
た
。
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
一
一
四
条

に
よ
り
補
助
機
関
の
設
立
だ
け
で
な
く
、
補
助
機
関
へ
の
法
的

拘
束
力
を
有
す
る
決
定
権
限
の
付
与
も
可
能
と
な
る
一
方
、

M
eroni

原
則
の
「
更
新
」
な
い
し
修
正
に
よ
り
、
明
確
に
範

囲
が
画
定
さ
れ
て
い
る
な
ら
ば
広
範
な
裁
量
権
を
伴
う
権
限
委

任
も
可
能
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

　

単
一
破
綻
処
理
機
構
（
Ｓ
Ｒ
Ｍ
）
に
お
い
て
破
綻
処
理
を
行

う
任
務
は
、
Ｅ
Ｕ
立
法
部
の
判
断
次
第
で
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
二

九
一
条
二
項
に
基
づ
き
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
（
ま
た
は
理
事
会
）
に
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与
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
権

限
を
付
与
す
る
場
合
、
同
条
三
項
に
基
づ
く
コ
ミ
ト
ロ
ジ
ー
制

度
に
よ
る
加
盟
国
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
服
す
る
こ
と
と
な
る
。

銀
行
破
綻
処
理
に
は
独
立
性
が
要
求
さ
れ
る
た
め
、
Ｅ
Ｕ
立
法

部
は
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
一
一
四
条
に
基
づ
き
独
立
の
単
一
破
綻

処
理
委
員
会
を
設
立
し
、
破
綻
処
理
権
限
を
付
与
し
た
が
、
そ

れ
は
無
条
件
の
権
限
委
任
で
は
な
か
っ
た
。
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
お

よ
び
理
事
会
に
一
定
時
間
内
の
拒
否
権
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

破
綻
処
理
に
は
高
度
の
政
治
的
判
断
が
必
要
な
場
合
も
あ
る
点

を
否
定
で
き
な
い
一
方
、
そ
の
よ
う
な
拒
否
権
は
単
一
破
綻
処

理
委
員
会
に
よ
る
独
立
の
立
場
か
ら
の
専
門
的
判
断
に
対
し
て

政
治
的
介
入
を
許
す
も
の
と
な
り
う
る
た
め
、
賛
否
が
分
か
れ

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

最
後
に
、
Ｅ
Ｓ
Ｍ
Ａ
判
決
に
照
ら
す
な
ら
ば
、
基
本
条
約
に

改
正
を
加
え
る
こ
と
な
く
、
現
行
条
約
の
下
で
Ｅ
Ｃ
Ｂ
と
は
別

個
に
（
し
か
し
連
携
し
つ
つ
）
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
一
一
四
条
の

調
和
措
置
と
し
て
銀
行
監
督
機
関
を
設
立
し
、
銀
行
監
督
権
限

を
（
明
確
に
範
囲
が
画
定
さ
れ
た
）
広
範
な
裁
量
権
を
伴
う
権
限

と
し
て
付
与
す
る
こ
と
（
ま
た
は
既
存
の
Ｅ
Ｂ
Ａ
に
そ
れ
を
付
与

す
る
こ
と
）、
ま
た
、
同
様
に
し
て
単
一
の
破
綻
処
理
権
限
を

有
す
る
補
助
機
関
（
単
一
破
綻
処
理
委
員
会
）
を
設
立
す
る
こ

と
に
よ
り
、
ユ
ー
ロ
圏
・
非
ユ
ー
ロ
圏
を
一
体
と
す
る
銀
行
同

盟
は
Ｅ
Ｕ
法
上
可
能
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

（
1
）　

Ｅ
Ｕ
域
内
市
場
に
お
け
る
金
融
サ
ー
ビ
ス
の
自
由
化
は
、

基
本
的
に
、
銀
行
業
の
免
許
お
よ
び
プ
ル
ー
デ
ン
シ
ャ
ル
監

督
（
金
融
シ
ス
テ
ム
の
安
全
性
お
よ
び
健
全
性
を
確
保
す
る

た
め
の
規
制
お
よ
び
監
視
）
の
相
互
承
認
と
「
本
質
的
調
和
」

（
相
互
承
認
を
確
保
す
る
た
め
に
不
可
欠
な
範
囲
の
調
和
立

法
）
に
よ
り
、
越
境
サ
ー
ビ
ス
お
よ
び
支
店
の
設
置
に
つ
い

て
、
母
国
監
督
主
義
に
基
づ
き
Ｅ
Ｕ
全
域
で
通
用
す
る
単
一

銀
行
免
許
を
通
じ
て
行
わ
れ
て
き
た
（M

atteo O
rtino, 

“The Role and Functioning of M
utual Recognition in 

the E
uropean M

arket of F
inancial Services

”, 
International and Com

parative Law
 Q

uarterly, V
ol. 

56, N
o. 2, 2007, pp. （09（（8 at （21（26

）。（
な
お
、
子
会

社
は
受
入
国
の
監
督
に
服
す
る
。）「
信
用
機
関
の
活
動
へ
の

参
入
並
び
に
信
用
機
関
及
び
投
資
会
社
の
プ
ル
ー
デ
ン
シ
ャ

ル
監
督
に
関
す
る
指
令201（/（6

」（D
irective 201（/（6 

[200（] O
J L 176/（（8: CRD

 IV

）
第
一
四
リ
サ
イ
タ
ル
に

は
、「
免
許
［authorisation

］
及
び
プ
ル
ー
デ
ン
シ
ャ
ル
監

督
制
度
の
相
互
承
認
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
か
つ
十
分
な

本
質
的
調
和
の
み
を
行
い
、
連
合
全
域
で
承
認
さ
れ
る
単
一
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免
許
［licence

］
の
付
与
及
び
加
盟
母
国
プ
ル
ー
デ
ン
シ
ャ

ル
監
督
原
則
を
適
用
可
能
と
す
る
こ
と
は
適
切
で
あ
る
」
と

述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
承
け
て
、
Ｃ
Ｒ
Ｄ 

Ⅳ
第
四
九
条

一
項
は
「
機
関
［
信
用
機
関
又
は
投
資
会
社
］
の
プ
ル
ー
デ

ン
シ
ャ
ル
監
督
は
、
第
三
三
条
［
信
用
機
関
］
及
び
第
三
四

条
［
金
融
機
関
］
に
従
い
行
う
活
動
の
監
督
を
含
み
、
受
入

加
盟
国
の
所
轄
機
関
に
責
任
を
付
与
す
る
本
指
令
の
規
定
を

損
な
う
こ
と
な
く
、
加
盟
母
国
の
所
轄
機
関
の
責
任
で
あ
る
」

と
規
定
し
、
母
国
監
督
主
義
を
採
用
し
て
い
る
。（
信
用
機
関

と
は
、「
公
衆
か
ら
預
金
又
は
他
の
払
い
戻
し
可
能
な
資
金
を

受
け
取
り
、
及
び
、
そ
れ
自
身
の
勘
定
で
信
用
を
供
与
す
る

こ
と
を
業
務
と
す
る
事
業
者
」
を
い
う
（Regulation 575/ 

201（ [201（] O
J L 176/1

（CRR

）
第
四
条
一
項
一
号
）。
ま

た
、
投
資
会
社
と
は
、「
第
三
者
に
対
す
る
一
又
は
そ
れ
以
上

の
投
資
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
及
び
／
又
は
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ

ル
・
ベ
ー
ス
の
一
又
は
そ
れ
以
上
の
投
資
活
動
の
遂
行
を
通

常
の
生
業
又
は
事
業
と
す
る
法
人
」（
Ｃ
Ｒ
Ｒ
第
四
条
一
項
二

号
）
を
い
う
。
さ
ら
に
、
金
融
機
関
（
信
用
機
関
お
よ
び
投

資
会
社
を
除
く
）
に
は
金
融
持
株
会
社
や
複
合
金
融
持
株
会

社
等
が
含
ま
れ
、
保
険
持
株
会
社
等
は
除
か
れ
る
（
Ｃ
Ｒ
Ｒ

第
四
条
一
項
二
六
号
）。）
な
お
、
こ
の
規
定
は
、
受
入
国
監

督
の
余
地
を
認
め
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
Ｃ
Ｒ
Ｄ 

Ⅳ
第
一
五

六
条
一
段
に
は
「
加
盟
受
入
国
は
、
一
層
の
調
整
が
な
さ
れ

る
ま
で
、
加
盟
母
国
の
所
轄
機
関
と
協
力
し
て
、
信
用
機
関

の
支
店
の
流
動
性
の
監
督
に
対
す
る
責
任
を
維
持
す
る
」
と

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
受
入
国
は
Ｃ
Ｒ
Ｄ 

Ⅳ
指
令
を
国
内
実

施
す
る
法
令
の
違
反
防
止
や
処
罰
の
た
め
、
あ
る
い
は
、「
一

般
的
利
益
」（the general good

）
の
た
め
に
措
置
を
と
る

こ
と
が
で
き
る
（
Ｃ
Ｒ
Ｄ 

Ⅳ
第
四
四
条
、
第
二
一
リ
サ
イ
タ

ル
、
指
令2006/48

第
三
一
、
三
四
条
、
第
一
七
リ
サ
イ
タ

ル
）。

（
2
）　

こ
の
問
題
の
経
済
学
的
分
析
に
つ
い
て
は
、
岩
田
健
治

「
世
界
金
融
危
機
と
Ｅ
Ｕ
金
融
シ
ス
テ
ム
」『
日
本
Ｅ
Ｕ
学
会

年
報
』
第
三
〇
号
、
二
〇
一
〇
年
（
三
九
︲
六
五
頁
）
を
参

照
し
た
。

（
（
）　T

he H
ighLevel Group on Financial Supervision, 

Report (2009) (T
he de Larosière Group Report). 

田
中

素
香
・
岩
田
健
治
・
太
田
瑞
希
子
訳
「
ド
ラ
ロ
ジ
ェ
ー
ル
報

告
」『
経
済
学
論
纂
』
第
五
〇
巻
一･

二
号
、
二
〇
一
〇
年

（
二
七
九
︲
四
三
三
頁
）。

（
4
）　

単
一
欧
州
規
則
集
と
は
、
Ｅ
Ｕ
立
法
だ
け
で
な
く
、
委

任
立
法
（
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
二
九
〇
条
）
お
よ
び
実
施
措
置
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Bank pursuant to Regulation 1024/201（ [201（] O

J L 
287/5.

（
75
）　

Ｅ
Ｃ
Ｂ
は
、
欧
州
中
央
銀
行
制
度
に
与
え
ら
れ
た
任
務

を
実
行
す
る
た
め
に
、
基
本
条
約
規
定
お
よ
び
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｂ
／

Ｅ
Ｃ
Ｂ
定
款
に
定
め
る
条
件
に
従
っ
て
、「
規
則
」
を
制
定
し
、

「
決
定
」
を
行
う
と
さ
れ
て
い
る
。

（
76
）　René Repasi, 

“Legal issues of the Single Euro
pean Supervisory M

echanism

”, Publisher: D
r. 

F
ranziska B

rantner and Sven G
iegold (M

E
Ps), 

Brussels, 1 O
ctober 2012, p. （ (available at http://

w
w

w
.svengiegold.de/w

pcontent/uploads/2012/10/
LegalissuesoftheSingleE

uropeanB
anking

Supervision_GiegoldBrantnerRepasi.pdf, accessed （ 
June 201（).

（
77
）　Eddy W

ym
eersch, 

“The Single Supervisory M
e

chanism
 or 

“SSM

”, Part O
ne of the Banking U

nion

”, 
W

orking Paper Research (N
ational Bank of Belgium

), 
N

o. 255, 2014, pp. 180 at 16, 17 (available at http://
w

w
w

.nbb.be/doc/ts/publications/w
p/w

p255En.pdf, 
accessed 15 A

pril 2014).

（
78
）　

そ
の
点
に
つ
い
て
は
、
庄
司
克
宏
「
Ｅ
Ｕ
条
約
・
Ｅ
Ｕ

機
能
条
約
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
第
一
五
回　

Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第

一
二
七
条
六
項
に
基
づ
く
Ｅ
Ｃ
Ｂ
一
元
的
銀
行
監
督
制
度
と

域
内
市
場
（
（
）
︱
単
一
銀
行
監
督
機
構
（
Ｓ
Ｓ
Ｍ
）
規
則
」

『
貿
易
と
関
税
』
第
六
一
巻
九
号
、
二
〇
一
三
年
（
三
〇
︲
四

一
頁
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
79
）　
「
重
要
」
で
あ
る
と
見
な
さ
れ
る
信
用
機
関
に
つ
い
て
は
、

同
右
、
三
四
、
三
五
頁
参
照
。

（
80
）　

庄
司
克
宏
「
欧
州
の
銀
行
監
督
一
元
化
」（
経
済
教
室
）

『
日
本
経
済
新
聞
』
二
〇
一
三
年
六
月
二
一
日
朝
刊
。

（
81
）　

Ｅ
Ｃ
Ｂ
と
Ｅ
Ｂ
Ａ
の
関
係
に
つ
い
て
、「
信
用
機
関
お
よ

び
投
資
会
社
の
た
め
の
プ
ル
ー
デ
ン
シ
ャ
ル
要
件
に
関
す
る

規
則
」（CRR）

575/201（

の
リ
サ
イ
タ
ル
第
一
〇
段
に
、
次

の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。「
一
定
の
加
盟
国
の
た
め
の
欧

州
中
央
銀
行
に
対
す
る
監
督
任
務
の
付
与
は
、
二
〇
一
〇
年

に
設
立
さ
れ
た
欧
州
金
融
監
督
制
度
の
枠
組
み
、
並
び
に
、
単

一
ル
ー
ル
ブ
ッ
ク
を
発
展
さ
せ
及
び
連
合
全
体
に
わ
た
る
監

督
実
行
の
収
斂
性
を
高
め
る
と
い
う
同
制
度
の
基
礎
を
成
す

目
的
に
合
致
す
べ
き
で
あ
る
。
Ｅ
Ｃ
Ｂ
は
、
す
べ
て
の
関
連

す
る
連
合
第
一
次
法
及
び
第
二
次
法
、
国
家
援
助
分
野
に
お

け
る
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
決
定
、
競
争
法
規
範
及
び
合
併
規
制
、

並
び
に
、
す
べ
て
の
加
盟
国
に
適
用
さ
れ
る
単
一
ル
ー
ル

ブ
ッ
ク
に
服
し
、
か
つ
、
そ
れ
ら
を
遵
守
し
て
、
自
己
の
任

務
を
遂
行
す
べ
き
で
あ
る
。
Ｅ
Ｂ
Ａ
は
、
連
合
内
に
お
け
る
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1（（

監
督
の
収
斂
及
び
監
督
結
果
の
整
合
性
を
確
保
す
る
た
め
、

技
術
的
基
準
草
案
、
指
針
及
び
勧
告
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
を

託
さ
れ
て
い
る
。
Ｅ
Ｃ
Ｂ
は
そ
れ
ら
の
任
務
を
行
う
べ
き
で

は
な
い
が
、
Ｅ
Ｂ
Ａ
に
よ
り
発
展
さ
せ
ら
れ
た
草
案
に
基
づ

き
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
採
択
し
た
行
為
並
び
に
Ｅ
Ｕ
規
則
第

109（/2010
号
第
一
六
条
に
基
づ
く
指
針
及
び
勧
告
に
従
い
、

欧
州
連
合
機
能
条
約
（
Ｔ
Ｆ
Ｅ
Ｕ
）
第
一
三
二
条
に
基
づ
き

規
則
を
採
択
す
る
権
限
を
行
使
す
べ
き
で
あ
る
。」

（
82
）　

庄
司
克
宏
前
掲
注（
12
）、
五
五
︲
五
八
頁
。

（
8（
）　

改
正
Ｅ
Ｂ
Ａ
規
則
第
一
〇
リ
サ
イ
タ
ル
に
よ
れ
ば
、「
単

一
市
場
及
び
連
合
の
結
束
が
確
保
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
こ

れ
に
関
し
、
Ｅ
Ｂ
Ａ
に
お
け
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
及
び
投
票
取
り

決
め
の
よ
う
な
問
題
事
項
は
慎
重
に
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ

り
、
か
つ
、
…
…
単
一
監
督
機
構
（
Ｓ
Ｓ
Ｍ
）
参
加
加
盟
国

及
び
そ
の
他
の
加
盟
国
の
間
で
平
等
待
遇
が
保
障
さ
れ
る
べ

き
で
あ
る
。」

（
84
）　

こ
の
よ
う
な
Ｅ
Ｃ
Ｂ
の
役
割
は
、
ド
イ
ツ
・
モ
デ
ル
に

基
づ
い
て
い
る
。
ド
イ
ツ
で
は
中
央
銀
行
で
あ
る
ブ
ン
デ
ス

バ
ン
ク
が
銀
行
監
督
に
密
接
に
関
与
す
る
が
、
銀
行
監
督
政

策
に
関
す
る
公
式
の
責
任
を
負
わ
な
い
（
重
田
正
美
「
ド
イ

ツ
の
新
し
い
金
融
監
督
機
関
に
つ
い
て
」『
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
』

第
六
四
一
号
、
二
〇
〇
四
年
（
八
九
︲
九
七
頁
））。
ブ
ン
デ

ス
バ
ン
ク
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
第
一
に
金
融
政
策
上
の
責
任

と
プ
ル
ー
デ
ン
シ
ャ
ル
監
督
上
の
責
任
を
併
せ
持
つ
な
ら
ば
、

た
と
え
ば
金
利
を
引
き
上
げ
る
こ
と
は
銀
行
の
健
全
性
を
危

険
に
さ
ら
す
こ
と
が
あ
る
た
め
、
中
央
銀
行
内
で
利
益
相
反

を
引
き
起
こ
す
可
能
性
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
物
価
の
安
定
を

達
成
す
る
中
央
銀
行
の
能
力
を
減
じ
る
も
の
と
な
る
。
第
二

に
政
府
が
銀
行
監
督
に
最
終
的
責
任
を
有
す
る
限
り
に
お
い

て
、
中
央
銀
行
は
政
府
か
ら
の
指
示
を
受
け
る
危
険
を
冒
す

こ
と
に
よ
り
独
立
性
を
失
う
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、

中
央
銀
行
は
銀
行
部
門
に
関
す
る
専
門
的
知
識
を
有
し
て
お

り
、
銀
行
か
ら
の
プ
ル
ー
デ
ン
シ
ャ
ル
報
告
の
分
析
や
銀
行

監
督
分
野
に
お
け
る
一
般
的
規
制
の
制
度
設
計
に
密
接
に
関

与
す
る
こ
と
に
正
当
な
利
益
を
有
す
る
と
見
な
し
て
い
る
（C. 

C. A
. van den Berg, T

he M
aking of the Statute of the 

E
uropean System

 of Central Banks, D
utch U

niversity 
Press, 2004, p. 274

）。

（
85
）　R

eport on econom
ic and m

onetary union in the 
E

uropean Com
m

unity, presented by the Com
m

ittee 
for the Study of Econom

ic and M
onetary U

nion 
(Chairm

an: Jacques D
elors), A

pril 17, 1989, p. 22.

（
86
）　Regulation 1096/2010 [2010] O

J L （（1/162.

（
87
）　Regulation 1092/2010 [2010] O

J L （（1/1.
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（
88
）　D

eclaration by M
em

ber States, Inform
al M

eeting 
of M

inisters and Governors, 12 A
pril 201（, A

nnex to 
Revised N

ote on Single Supervisory M
echanism

, 
Interistitutional File: 2012/0242 (CN

S), Council of the 
European U

nion, 17 A
pril 201（.

（
89
）　A

 blueprint for a deep and genuine econom
ic and 

m
onetary union: Launching a European D

ebate, 
CO

M
 (2012) 777final.

（
90
）　Jens W

eidm
ann, 

“The euro area as a union of 
stability

”, 8 O
ctober 201（ (available at http://w

w
w

.
bundesbank.de/R

edaktion/E
N

/R
eden/201（/ 

201（_10_08_w
eidm

ann.htm
l, accessed （1 O

ctober 
201（).

（
91
）　Regulation 2（6/2012 on short selling and certain 

aspects of credit default sw
aps [2012] O

J L 86/1.

（
92
）　

Ｅ
Ｓ
Ｍ
Ａ
は
、「
信
用
格
付
機
関
規
則1060/2009

」

（Regulation on credit rating agencies [2009] O
J L 

（02, p. 1

）
に
基
づ
き
一
般
的
権
限
を
付
与
さ
れ
、
Ｅ
Ｕ
に
お

け
る
信
用
格
付
機
関
の
登
録
お
よ
び
監
督
に
排
他
的
な
責
任

を
負
い
、
制
裁
権
限
も
有
す
る
（
法
的
根
拠
は
Ｅ
Ｕ
機
能
条

約
第
一
一
四
条
）。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、Pierre Scham

m
o, 

“The European Securities and M
arkets A

uthority: 

Lifting the veil on the allocation of pow
ers

”, 
Com

m
on M

arket Law
 R

eview
, V

ol. 48, N
o. 6, 2011, 

pp. 1879191（

参
照
。

（
9（
）　Case C270/12 U

K
 v E

uropean Parliam
ent and 

C
ouncil, judgm

ent 22 January 2014, not yet 
reported, paras. 126.

（
94
）　Ibid., para. 100.

（
95
）　Ibid., paras. 102107.

（
96
）　Ibid., para. 112.

（
97
）　Ibid., paras. 11（116.

（
98
）　Ibid., para. 117.

（
99
）　E

N
ISA

, cited supra note 27. 

庄
司
克
宏
前
掲
注

（
27
）、
三
〇
頁
。

（
100
）　E

N
ISA

, cited supra note 27, paras. 4（, 44, 59.

（
101
）　U

K
 v E

uropean Parliam
ent and Council, cited 

supra note 9（, para. 108.

（
102
）　

庄
司
克
宏
前
掲
注（
12
）、
一
〇
〇
︲
一
〇
二
頁
。

（
10（
）　U

K
 v E

uropean Parliam
ent and Council, cited 

supra note 9（, paras. 7779.
（
104
）　Ibid., para. 79.

（
105
）　

庄
司
克
宏
前
掲
注（
12
）、
一
七
一
︲
一
七
四
頁
。

（
106
）　

同
右
、
一
七
〇
、
一
七
一
頁
。
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（
107
）　U

K
 v E

uropean Parliam
ent and Council, cited 

supra note 9（, paras. 80, 81.
（
108
）　O

pinon of A
G Jääskinen (delivered on 12 Sep

tem
ber 201（) in U

K
 v C

ouncil and E
uropean 

Parliam
ent, cited supra note （8, paras. 79, 80.

（
109
）　U

K
 v E

uropean Parliam
ent and Council, cited 

supra note 9（, para. 85.

（
110
）　Ibid., para. 86.

（
111
）　H

erw
ig C. H

. H
ofm

ann and A
lessandro M

orini, 
op. cit. supra note 28, p. 426, 427.

（
112
）　JensPeter Schneider, op. cit. supra note （6, p. （8; 

X
énophon A

. Y
ataganas, 

“Delegation of Regulatory 
A

uthority in the European U
nion: T

he Relevance of 
the A

m
erican M

odel of Independent A
gencies

”, Jean 
M

onnet W
orking P

aper （/01, p. （2 (available at 
h

ttp
:/

/
e

io
p

.o
r.a

t/
e

rp
a

/
O

A
I/

je
a

n
m

o
/

JeanM
onnetP0014.htm

l, accessed 27 O
ctober 201（).

（
11（
）　

Ｅ
Ｕ
条
約
お
よ
び
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
。

（
114
）　Robert Schütze, op. cit. supra note 66, p. 1408.

（
115
）　U

K
 v E

uropean Parliam
ent and Council, cited 

supra note 9（, para. 6（.

（
116
）　Ibid., para. 64.

（
117
）　Ibid., para. 65.

（
118
）　Ibid., para. 41.

（
119
）　Ibid., paras. 4245.

（
120
）　Ibid., paras. 4652.

（
121
）　Ibid., para. 5（.

（
122
）　René Repasi, 

“Assessm
ent of the Judgm

ent of 
the European Court of Justice in Case C270/12, 
U

nited K
ingdom

 v C
ouncil and E

uropean 
Parliam

ent: Im
pact of this judgm

ent on the proposal 
of the SRM

 regulation

”, published by Sven Giegold, 
M

E
P

 (T
he G

reens/E
F

A
 in the E

uropean 
Parliam

ent), 2（ January 2014, p. （ (available at 
http://w

w
w

.svengiegold.de/w
pcontent/

uploads/2014/01/A
ssessm

entECJCaseC27012and
relevancefortheSRM

1.pdf, accessed 19 A
pril 2014).

（
12（
）　U

K
 v E

uropean Parliam
ent and Council, cited 

supra note 9（, paras. 4（, 45.

（
124
）　René Repasi, op. cit. supra note 122, p. （.

（
125
）　U

K
 v E

uropean Parliam
ent and Council, cited 

supra note 86, para. 65.

（
126
）　René Repasi, op. cit. supra note 122, p. 7.

（
127
）　U

K
 v E

uropean Parliam
ent and Council, cited 
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supra note 9（, para. 102.

（
128
）　Ibid., para. 10（.

（
129
）　René Repasi, op. cit. supra note 122,  p. 7.

（
1（0
）　U

K
 v E

uropean Parliam
ent and Council, cited 

supra note 9（, para. 64.

（
1（1
）　Proposal for a Regulation of the European Parlia

m
ent and of the Council establishing uniform

 rules 
and a uniform

 procedure for the resolution of credit 
institutions and certain investm

ent firm
s in the 

fram
ew

ork of a Single Resolution M
echanism

 and a 
Single B

ank R
esolution F

und and am
ending 

R
egulation (E

U
) N

o 109（/2010 of the E
uropean 

Parliam
ent and of the Council, CO

M
 (201（) 520 final, 

10.7.201（.  

Ｓ
Ｒ
Ｍ
規
則
案
に
つ
い
て
は
以
下
参
照
。N

icolas 
V

éron and Guntram
 B. W

olff, 

“From
 supervision to 

resolution: N
ext steps on the road to European 

banking union

”, Bruegel Policy Contribution, 201（/4, 
February 201（ (available at http://w

w
w

.bruegel.
org/dow

nload/parent/771from
supervisionto

resolutionnextstepsontheroadtoeuropean
bankingunion/file/1646from

supervisionto
resolutionnextstepsontheroadtoeuropean

bankingunion/, accessed 1（ M
arch 201（); N

icolas 
V

éron, 

“A R
ealistic B

ridge tow
ards E

uropean 
B

anking U
nion

”, B
ruegel P

olicy C
ontribution, 

2013/09, June 2013 (available at http://w
w

w
.

bruegel.org/dow
nload/parent/78（arealisticbridge

tow
ardseuropeanbankingunion/file/1669arealistic

bridgetow
ardseuropeanbankingunion/, accessed 

19 July 201（).

（
1（2
）　

庄
司
克
宏
「
Ｅ
Ｕ
条
約
・
Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
コ
ン
メ
ン

タ
ー
ル
第
一
六
回　

Ｅ
Ｕ
機
能
条
約
第
一
二
七
条
六
項
に
基

づ
く
Ｅ
Ｃ
Ｂ
一
元
的
銀
行
監
督
制
度
と
域
内
市
場
（
４
・
完
）

︱
Ｓ
Ｓ
Ｍ
関
連
手
続
欧
州
議
会
・
Ｅ
Ｃ
Ｂ
機
関
間
協
定
お
よ

び
単
一
銀
行
破
綻
処
理
機
構
（
Ｓ
Ｒ
Ｍ
）
規
則
案
」『
貿
易
と

関
税
』
第
六
一
巻
一
一
号
、
二
〇
一
三
年
（
三
一
︲
四
三
頁
）

三
三
︲
四
一
頁
。

（
1（（
）　European Parliam

ent legislative resolution of 15 
A

pril 2014 on the proposal for a regulation of the 
European Parliam

ent and of the Council establishing 
uniform

 rules and a uniform
 procedure for the 

resolution of credit institutions and certain 
investm

ent firm
s in the fram

ew
ork of a Single 

Resolution M
echanism

 and a Single Bank Resolution 
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1（7

Fund and am
ending Regulation (EU

) N
o 109（/2010 

of the E
uropean Parliam

ent and of the C
ouncil 

(CO
M

(201（)0520 – C7022（/201（ – 201（/025（(CO
D

)), 
T

E
X

T
S A

D
O

PT
E

D
 PA

R
T

 I at the sitting of 
T

uesday 15 A
pril 2014, pp. 1（46. 

本
稿
で
は
こ
の
Ｓ
Ｒ

Ｍ
規
則
テ
キ
ス
ト
を
参
照
し
た
。
な
お
、
そ
れ
に
至
る
ま
で

の
理
事
会
修
正
案
に
つ
い
て
、
庄
司
克
宏
「
欧
州
銀
行
同
盟

の
規
則
案
」（
経
済
教
室
）『
日
本
経
済
新
聞
』
二
〇
一
四
年

一
月
二
一
日
朝
刊
参
照
。

（
1（4
）　U

K
 v E

uropean Parliam
ent and Council, cited 

supra note 9（, para. 102.

（
1（5
）　Ibid., para. 10（.

（
1（6
）　European Com

m
ission, 

“A Single Resolution M
echa

nism
 for the Banking U

nion

︱Frequently A
sked 

Q
uestions

”, M
EM

O
/14/295, 15 A

pril 2014, p. 4, 5 
(available at http://europa.eu/rapid/pressrelease_
M

EM
O

14295_de.htm
, accessed 15 A

pril 2014).

〔
付
記
１
〕　

本
稿
は
二
〇
一
三
年
六
月
一
五
日
広
島
修
道
大
学

で
開
催
さ
れ
た
慶
應
法
学
会
に
お
け
る
予
備
的
な
研
究
報
告

を
基
に
、
そ
の
後
の
立
法
お
よ
び
判
例
を
踏
ま
え
て
新
た
に

執
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
機
会
を
与
え
て
下

さ
っ
た
大
沢
秀
介
・
法
学
部
教
授
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

〔
付
記
２
〕　

本
稿
は
野
村
財
団
二
〇
一
三
年
度
下
期
社
会
科
学

助
成
（
研
究
助
成
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。


